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　「ずっと住みたい私のまち　おおいずみ」をテーマに住民総参

加、手作りの祭りとして、町民の皆様に親しまれている大泉まつ

り。たくさんの行事が行われますので、ぜひお楽しみください。
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□７月２５日松

・山車の巡回

・おおらか夏祭り遊びのコーナー

・消防コーナー

・ブラジル・ライブ

・大泉町観光協会コーナー

・楽市・楽座

・消防団のパレード

・山車のパレード

・子供みこしのパレード

・グリーンロード商店会ライブ

・ジャンボビンゴ大会

・大人みこしの渡御

・阿波踊り

・サンバ・ミニ・パレード

・山車の競演

・大泉太鼓

・夜店

□７月２６日掌

・山車の巡回

・ブラジル・ライブ

・第３１回ヤングミュージックフェス

ティバル

・大泉町観光協会コーナー

・楽市・楽座

・街頭パレード

・山車のパレード

・中部サマーフェスティバル

・よさこいソーラン

・グリーンロード商店会ライブ

・ダンスコンテスト～舞道ＢＵＤＯ～

・大人みこしの渡御

・山車の競演

・大泉太鼓

・夜店

荒天によるプログラムの変更や緊急時情報をツイッター（https://twitter.com/oizu

mi_koho）やフェイスブック（https://facebook.com/oizumi.town）でお知らせします。

※大泉まつり会場内での小型無人機（ドローン）の使用はご遠慮ください。詳し

くは、商工振興課（内線１３８）へ。
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【
迂
回
ル
ー
ト
】

　
７
月
　
日
松
～
　
日
掌
に
開

２５

２６

催
さ
れ
る
「
第
　
回
大
泉
ま
つ

４３

り
」
の
交
通
規
制
に
よ
り
、
両

日
と
も
に
、
迂
回
ル
ー
ト
と
な

り
、「
西
小
泉
駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
」お
よ
び「
老
人
セ
ン
タ
ー

入
口
」
の
バ
ス
停
が
ご
利
用
で

き
な
い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

　「
西
小
泉
駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
」お
よ
び「
老
人
セ
ン
タ
ー

入
口
」
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

人
は
、「
ベ
イ
シ
ア
大
泉
店
前
」

ま
た
は
「
松
原
新
道
」
の
バ
ス

停
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

□
迂
回
ル
ー
ト
と
な

る
時
間

・
太
田
記
念
病
院
行

き
（
上
り
）
千
代

田
町
役
場
前
発
…

午
後
３
時
５
分

発
、
午
後
５
時
　２５

分
発

・
千
代
田
町
役
場
前

行
き
（
下
り
）
太

田
記
念
病
院
発
…

午
後
１
時
　

分
５５

発
、
午
後
４
時
　１５

分
発
、
午
後
６
時

　
分
発

３５

【
バ
ス
停
の
移
動
】

　
ま
た
、
山
車
の
出

発
式
の
た
め
、「
大
泉

町
役
場
前
」
の
バ
ス
停
は
、
７

月
　
日
松「
千
代
田
町
役
場
前
」

２５
午
前
９
時
　
分
発
に
限
り
、
役

２５

場
敷
地
外
に
臨
時
的
に
移
動
し

ま
す
。
該
当
の
時
間
に
「
大
泉

町
役
場
前
」
の
バ
ス
停
を
ご
利

用
の
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
の
お
客
様
に
は
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線

２
１
７
）
へ
。

▲「あおぞら」の迂回ルート

▲臨時バス停の位置図

あおぞら上り路線

あおぞら下り路線

バス停

千代田町
役場前行き

太田記念
病院行き

使用できないバス停

西小泉駅

寿司屋

松原新道
（上り）

松原新道
（下り）

老人センター入口

西小泉駅前
バスターミナル

ファミリーレストラン

大泉町役場

スーパー

商工会

臨時バス停

広広広広広広広広広広
域域域域域域域域域域
公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共
ババババババババババ

広
域
公
共
バ
ススススススススススス「「「「「「「「「「
ああああああああああ
おおおおおおおおおお
ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ
らららららららららら

「
あ
お
ぞ
ら
」」」」」」」」」」」ののののののののののの

迂迂迂迂迂迂迂迂迂迂
回回回回回回回回回回
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  回
 ルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト
とととととととととと

ル
ー
ト
と
ババババババババババ
スススススススススス
停停停停停停停停停停
のののののののののの
移移移移移移移移移移

バ
ス
停
の
移
動動動動動動動動動動動

う
 

か
い

　
７
月
　
日
松
、　

日
掌
に
行
わ
れ
る
大
泉
ま

２５

２６

つ
り
の
交
通
規
制
や
山
車
の
出
発
式
に
伴
い
、

広
域
公
共
バ
ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
が
迂
回
ル
ー
ト

と
な
り
、
バ
ス
停
の
移
動
が
あ
り
ま
す
。
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シ
リ
ー
ズ
③
　
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
快
適
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

第
五
次
大
泉
町
総
合
計

第
五
次
大
泉
町
総
合
計
画画

後
期
基
本
計

後
期
基
本
計
画画

今
年
４
月
か
ら
、
第
五
次
大
泉

　
今
年
４
月
か
ら
、
第
五
次
大
泉
町町

総
合
計
画
の
集
大
成
と
な
る
後
期

総
合
計
画
の
集
大
成
と
な
る
後
期
基基

本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。。

後
期
基
本
計
画
は
、
将
来
都
市

　
後
期
基
本
計
画
は
、
将
来
都
市
像像

で
あ
る
「
ず
っ
と
住
み
た
い
私
の

で
あ
る
「
ず
っ
と
住
み
た
い
私
の
まま

ち

お
お
い
ず
み
」
を
指
針
と
し

ち
　
お
お
い
ず
み
」
を
指
針
と
し
たた

平平
成成
　
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
ま

年
度
ま
で
の
４
年
間
の
ま
ちち

３０３０

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。。

今
後
４
年
間
で
取
り
組
む
施
策

　
今
後
４
年
間
で
取
り
組
む
施
策
をを

ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
お
知
ら
せ

ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
お
知
ら
せ
すす

る
施
策
は
、「
人
と
地
球
に
や
さ
し

る
施
策
は
、「
人
と
地
球
に
や
さ
し
いい

快
適
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）」
に
つ

快
適
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）」
に
つ
いい

て
の
主
要
施
策「
上
下
水
道
の
整
備

て
の
主
要
施
策「
上
下
水
道
の
整
備
」」

「
環
境
衛
生
の
推
進
」「
住
宅
環
境

「
環
境
衛
生
の
推
進
」「
住
宅
環
境
のの

整
備
」「
防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実

整
備
」「
防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実
」」

「
消
費
者
行
政
の
充
実
」に
つ
い
て

「
消
費
者
行
政
の
充
実
」に
つ
い
て
でで

すす
。。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線
２

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線
２
１１

７
）
へ

７
）
へ
。。

主
要
施
策
１
　
上
下
水
道
の
整
備

施
策
　
１
　
上
水
道
の
整
備

　
　
　
２
　
下
水
道
の
整
備

主
要
施
策
２
　
環
境
衛
生
の
推
進

施
策
　
１
　
地
域
環
境
の
向
上

　
　
　
２
　
循
環
型
社
会
の
推
進

主
要
施
策
３
　
住
宅
環
境
の
整
備

施
策
　
１
　
住
宅
環
境
の
整
備

主
要
施
策
４

　
　
　
　
防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実

施
策
　
１
　
防
災
対
策
の
推
進

　
　
　
２
　
消
防
・
救
急
対
策
の
充
実

　
　
　
３
　
交
通
安
全
対
策
の
充
実

　
　
　
４
　
防
犯
対
策
の
推
進

主
要
施
策
５
　
消
費
者
行
政
の
充
実

施
策
　
１
　
消
費
者
行
政
の
充
実

■■
施施
策策
　
１

上
水
道
の
整

１
　
上
水
道
の
整
備備
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安
全
安
心
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給

安
全
安
心
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
しし

災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
確
保
さ
れ
た

災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
確
保
さ
れ
た
町町

□
現
況
と
課

□
現
況
と
課
題題

安
全
安
心
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め

　
安
全
安
心
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、、

老
朽
化
し
た
浄
配
水
場
施
設
設
備
の
計
画

老
朽
化
し
た
浄
配
水
場
施
設
設
備
の
計
画
的的

な
更
新
が
必
要
で
あ
り
、水
道
水
の
安
定

な
更
新
が
必
要
で
あ
り
、水
道
水
の
安
定
供供

給
や
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
の

給
や
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
の
たた

めめ
、、継
続
し
て
老
朽
管
の
布
設
替
や
新
設
配

継
続
し
て
老
朽
管
の
布
設
替
や
新
設
配
水水

管
の
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

管
の
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、、

群
馬
東
部
地
域
の
３
市
５
町
で
は
、
水
道

群
馬
東
部
地
域
の
３
市
５
町
で
は
、
水
道
事事

業
の
広
域
化
を
推
進
す
る
た

業
の
広
域
化
を
推
進
す
る
た
めめ
、、「「
群
馬
東
部

群
馬
東
部

広
域
水
道
事
業
統
合
協
議

広
域
水
道
事
業
統
合
協
議
会会
」を
組
織
し
、統

」を
組
織
し
、統

合
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
お
り

合
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
お
り
、、
今
後
も
統

今
後
も
統

合
に
向
け
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

合
に
向
け
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。。
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□
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害
時

　
安
全
安
心
な
水
道
水
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供
給
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、
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害
時
のの

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の
た
め
、
浄
配
水
場
施
設

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の
た
め
、
浄
配
水
場
施
設
設設

備
の
更
新
や
老
朽
管
の
布
設
替
事
業
を
計
画

備
の
更
新
や
老
朽
管
の
布
設
替
事
業
を
計
画
的的

に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
水
道
水
の
安
定
供
給

に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
水
道
水
の
安
定
供
給
とと

管
理
体
制
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
た
め

管
理
体
制
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
た
め
、、
水
道
事

水
道
事

業
の
広
域
化
を
推
進
し
、
平

業
の
広
域
化
を
推
進
し
、
平
成成
　
年
４
月
１
日
群

年
４
月
１
日
群

２８２８

馬
東
部
広
域
水
道
事
業
創
設
を
目
指
し

馬
東
部
広
域
水
道
事
業
創
設
を
目
指
し
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すす
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主
要
施
策
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上
下
水
道
の
整
備
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下
水
道
の
整

下
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の
整
備備
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河
川
な
ど
の
水

河
川
な
ど
の
水
質質

保
全
を
図
り
、
公

保
全
を
図
り
、
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衆衆

衛
生
の
向
上
し
た

衛
生
の
向
上
し
た
町町
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と
課

現
況
と
課
題題

　
下
水
道
の
認
可

下
水
道
の
認
可
区区

域
を
拡
大
し
、
国

域
を
拡
大
し
、
国
庫庫

交
付
金
な
ど
を
活

交
付
金
な
ど
を
活
用用

し
計
画
的
に
幹
線
管
渠
や
面
整
備
管
渠
な

し
計
画
的
に
幹
線
 管
  渠
 や
面
整
備
管
渠
な
どど

か
ん
 き
ょ

の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
下下

水
道
整
備
の
完
了
し
た
区
域
で
は
、
下
水

水
道
整
備
の
完
了
し
た
区
域
で
は
、
下
水
道道

へ
の
接
続
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

へ
の
接
続
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
まま

すす
。。

□
方
向

□
方
向
性性

下
水
道
の
認
可
区
域
の
拡
大
に
努
め
、

　
下
水
道
の
認
可
区
域
の
拡
大
に
努
め
、
国国

庫
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
計
画
的
に
管

庫
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
計
画
的
に
管
渠渠

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
整
備

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
整
備
ささ

れ
た
地
域
の
家
庭
・
企
業
な
ど
に
対
す
る

れ
た
地
域
の
家
庭
・
企
業
な
ど
に
対
す
る
啓啓

発
を
行
い
、
下
水
道
へ
の
接
続
の
促
進
に

発
を
行
い
、
下
水
道
へ
の
接
続
の
促
進
に
努努

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
設
置
さ
れ
て

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
設
置
さ
れ
て
いい

る
管
渠
の
維
持
管
理
も
必
要
と
な
る
こ
と

る
管
渠
の
維
持
管
理
も
必
要
と
な
る
こ
と
かか

ら
、
維
持
管
理
を
適
正
に
行
い
、
地
域
の

ら
、
維
持
管
理
を
適
正
に
行
い
、
地
域
の
公公

衆
衛
生
の
向
上
を
図
り
ま
す

衆
衛
生
の
向
上
を
図
り
ま
す
。。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
施施
策策
　
１１
　
地
域
環
境
の
向

地
域
環
境
の
向
上上

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿

【
目
指
す
姿
】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】

　
草
花
が
町
並
み
に
溶
け
込
み
、
快
適
で

草
花
が
町
並
み
に
溶
け
込
み
、
快
適
で
一一

人
ひ
と
り
が
環
境
づ
く
り
に
自
ら
貢
献
で

人
ひ
と
り
が
環
境
づ
く
り
に
自
ら
貢
献
で
きき

るる
町町

□
現
況
と
課

□
現
況
と
課
題題

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
ペ
ッ
ト
の
飼
育
方

　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
ペ
ッ
ト
の
飼
育
方
法法

な
ど
、
身
近
な
環
境
問
題
に
お
け
る
一
人

な
ど
、
身
近
な
環
境
問
題
に
お
け
る
一
人
ひひ

と
り
の
マ
ナ
ー
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

と
り
の
マ
ナ
ー
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
おお

り
、自
発
的
な
地
域
環
境
づ
く
り
に
向
け
て

り
、自
発
的
な
地
域
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、、

今
後
も
、
地
域
美
化
活
動
な
ど
に
参
加
し

今
後
も
、
地
域
美
化
活
動
な
ど
に
参
加
し
やや

す
い
体
制
づ
く
り
や
支
援
を
行
っ
て
い
く

す
い
体
制
づ
く
り
や
支
援
を
行
っ
て
い
く
必必

要
が
あ
り
ま
す

要
が
あ
り
ま
す
。。

□
方
向

□
方
向
性性

　
身
近
な
環
境
問
題
に
お
け
る
一
人
ひ
と

身
近
な
環
境
問
題
に
お
け
る
一
人
ひ
と
りり

の
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ご
み
の

の
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ご
み
の
ポポ

イ
捨
て
防
止
や
ペ
ッ
ト
の
飼
育
方
法
な
ど

イ
捨
て
防
止
や
ペ
ッ
ト
の
飼
育
方
法
な
ど
のの

啓
発
や
指
導
を
行
い

啓
発
や
指
導
を
行
い
まま

す
。
ま
た
、
自
発
的

す
。
ま
た
、
自
発
的
なな

地
域
の
生
活
環
境
の

地
域
の
生
活
環
境
の
改改

善
に
向
け
た
各
種
事

善
に
向
け
た
各
種
事
業業

に
つ
い
て
、
啓
発
の

に
つ
い
て
、
啓
発
の
方方

法
な
ど
を
工
夫
し
、

法
な
ど
を
工
夫
し
、
実実

施
し
ま
す

施
し
ま
す
。。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
施施
策策
　
２２
　
循
環
型
社
会
の
推

循
環
型
社
会
の
推
進進

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿

【
目
指
す
姿
】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、
地
球
温

　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、
地
球
温
暖暖

化
防
止
を
目
指
し
た
緑
溢
れ
る
環
境
に
調

化
防
止
を
目
指
し
た
緑
溢
れ
る
環
境
に
調
和和

し
た
や
さ
し
い

し
た
や
さ
し
い
町町

□
現
況
と
課

□
現
況
と
課
題題

　
循
環
型
社
会
形
成
の
推
進
や
地
球
温
暖

循
環
型
社
会
形
成
の
推
進
や
地
球
温
暖
化化

防
止
に
向
け
た
活
動
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重

防
止
に
向
け
た
活
動
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要要

度
が
増
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ご
み
の

度
が
増
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ご
み
の
発発

生
抑
制
や
資
源
化
に
向
け
た
施
策
や
、
地
球

生
抑
制
や
資
源
化
に
向
け
た
施
策
や
、
地
球
温温

暖
化
防
止
に
向
け
た
啓
発
な
ど
を
、
継
続
し

暖
化
防
止
に
向
け
た
啓
発
な
ど
を
、
継
続
し
てて

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
併併

せ
て
、
ご
み
処
理
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
老

せ
て
、
ご
み
処
理
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
老
朽朽

化
が
進
む
焼
却
施
設
の
更
新
が
必
要
で
す

化
が
進
む
焼
却
施
設
の
更
新
が
必
要
で
す
。。

□
方
向

□
方
向
性性

　
循
環
型
社
会
形
成
に
向
け
て
、
ご
み
の
減
量

循
環
型
社
会
形
成
に
向
け
て
、
ご
み
の
減
量
化化

や
資
源
化
を
さ
ら
に
推
進
し
、
老
朽
化
の
進
む

や
資
源
化
を
さ
ら
に
推
進
し
、
老
朽
化
の
進
む
ごご

み
焼
却
施
設
に
つ
い
て
は
、
広
域
に
よ
り
発
電

み
焼
却
施
設
に
つ
い
て
は
、
広
域
に
よ
り
発
電
設設

備
を
備
え
た
循
環
型
社
会
形
成
に
貢
献
出
来

備
を
備
え
た
循
環
型
社
会
形
成
に
貢
献
出
来
るる

施
設
の
建
設
準
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
球

施
設
の
建
設
準
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温温

暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
太
陽

暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
太
陽
光光

発
電
設
備
や
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
設
置
を

発
電
設
備
や
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
設
置
を
支支

援
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配
慮
し
た

援
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配
慮
し
た
行行

動
を
実

動
を
実
施施
で
き
る
よ
う
周
知

で
き
る
よ
う
周
知
にに
努努
め
ま
す
。

め
ま
す
。

主
要
施
策
１

　
上
下
水
道
の
整
備

主
要
施
策
２

　
環
境
衛
生
の
推
進

主
要
施
策
２

　
環
境
衛
生
の
推
進
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シ
リ
ー
ズ
③
　
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
快
適
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
施施
策策
　
１

住
宅
環
境
の
整

１
　
住
宅
環
境
の
整
備備

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿

【
目
指
す
姿
】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】

　
誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
やや

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
安
全
な
住
宅

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
安
全
な
住
宅
でで

暮
ら
せ
る

暮
ら
せ
る
町町

□
現
況
と
課

□
現
況
と
課
題題

本
町
が
保
有
し
て
い
る
町
営
住
宅
の
一

　
本
町
が
保
有
し
て
い
る
町
営
住
宅
の
一
部部

で
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
計
画
的
な
町

で
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
計
画
的
な
町
営営

住
宅
の
整
備
や
維
持
管
理
が
求
め
ら
れ
て

住
宅
の
整
備
や
維
持
管
理
が
求
め
ら
れ
て
いい

ま
す
。
ま
た
、
震
災
に
備
え
、
老
朽
町
営

ま
す
。
ま
た
、
震
災
に
備
え
、
老
朽
町
営
住住

宅
か
ら
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
た
町
営
住
宅

宅
か
ら
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
た
町
営
住
宅
へへ

の
住
み
替
え
が
必
要
で
す
。
大
規
模
地
震

の
住
み
替
え
が
必
要
で
す
。
大
規
模
地
震
かか

ら
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
住

ら
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅宅

の
耐
震
化
に
向
け
た
意
識
の
啓
発
や
支
援

の
耐
震
化
に
向
け
た
意
識
の
啓
発
や
支
援
にに

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。。

□
方
向

□
方
向
性性

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
既
存
町
営
住

　
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
既
存
町
営
住
宅宅

の
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
確

の
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
確
保保

や
景
観
保
持
な
ど
の
た
め
、
老
朽
空
家
住

や
景
観
保
持
な
ど
の
た
め
、
老
朽
空
家
住
宅宅

の
解
体
・
除
却
を
進
め
ま
す
。
安
全
安
心

の
解
体
・
除
却
を
進
め
ま
す
。
安
全
安
心
なな

住
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
木
造
住
宅
の

住
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
木
造
住
宅
の
耐耐

震
化
支
援
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
た

震
化
支
援
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
た
めめ

に
、
丁
寧
な
広
報
活
動
に
努
め
ま
す

に
、
丁
寧
な
広
報
活
動
に
努
め
ま
す
。。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
施
策
施
策
　
１

防
災
対
策
の
推

１
　
防
災
対
策
の
推
進進

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿

【
目
指
す
姿
】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】

　
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

災
害
か
ら
町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
をを

守
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
防
災
意
識
を
高

守
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
防
災
意
識
を
高
めめ

て
誰
で
も
安
心
し
て
居
住
す
る
こ
と
の
で

て
誰
で
も
安
心
し
て
居
住
す
る
こ
と
の
で
きき

る
、
災
害
に
強
い

る
、
災
害
に
強
い
町町

□
現
況
と
課

□
現
況
と
課
題題

地
震
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規
模
災
害

　
地
震
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規
模
災
害
のの

発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
で
、
地
域
で
も

発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
で
、
地
域
で
も
災災

害
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
自
主
防
災
組
織
が

害
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
自
主
防
災
組
織
が
全全

地
区
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
災
害
時

地
区
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
災
害
時
なな

ど
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
や
防
災
資
機
材
の

ど
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
や
防
災
資
機
材
の
充充

実
な
ど
、
災
害
対
策
の
強
化
に
努
め
る
必
要

実
な
ど
、
災
害
対
策
の
強
化
に
努
め
る
必
要
がが

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織織

活
動
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
行
い
、
地
域
防

活
動
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
行
い
、
地
域
防
災災

力
の
更
な
る
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す

力
の
更
な
る
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。。

□
方
向

□
方
向
性性

災
害
に
強
い
町
を
目
指
し
、
地
域
防
災

　
災
害
に
強
い
町
を
目
指
し
、
地
域
防
災
のの

要
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
更
な
る
充
実

要
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
更
な
る
充
実
にに

向
け
た
活
動
支
援
を
行
い
、
自
助
、
共
助
の

向
け
た
活
動
支
援
を
行
い
、
自
助
、
共
助
の
推推

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
な
ど
の
情

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
な
ど
の
情
報報

伝
達
シ
ス
テ
ム
や
防
災
資
機
材
の
整
備
を

伝
達
シ
ス
テ
ム
や
防
災
資
機
材
の
整
備
を
図図

り
、危
機
管
理
体
制
の
充
実
に
努
め

り
、危
機
管
理
体
制
の
充
実
に
努
め
まま
す
。
す
。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
施
策
施
策
　
２

消
防
・
救
急
対
策
の
充

２
　
消
防
・
救
急
対
策
の
充
実実

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿

【
目
指
す
姿
】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】

　
総
合
的
な
消
防
・
救
急
体
制
が
充
実
し

総
合
的
な
消
防
・
救
急
体
制
が
充
実
し
ささ

ら
な
る
地
域
の
安
全
が
確
保
さ
れ
た

ら
な
る
地
域
の
安
全
が
確
保
さ
れ
た
町町

□
現
況
と
課

□
現
況
と
課
題題

消
防
署
と
消
防
団
が
連
携
を
図
り
な
が

　
消
防
署
と
消
防
団
が
連
携
を
図
り
な
が
らら

火
災
予
防
に
努
め
、
建
物
火
災
の
発
生
件

火
災
予
防
に
努
め
、
建
物
火
災
の
発
生
件
数数

の
減
少
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は

の
減
少
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
迅迅

速
に
対
応
し
災
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
て

速
に
対
応
し
災
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
て
いい

ま
す
。
今
後
も
常
備
消
防
の
委
託
先
で
あ

ま
す
。
今
後
も
常
備
消
防
の
委
託
先
で
あ
るる

太
田
市
と
連
携
し
消
防
資
機
材
の
整
備
を

太
田
市
と
連
携
し
消
防
資
機
材
の
整
備
を
行行

う
と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
確
保
に
努
め

う
と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
、、

町
民
の
安

町
民
の
安
全全
安
心
安
心
を
図
る
必
要
が
あ
り

を
図
る
必
要
が
あ
り
まま

すす
。。

□
方
向

□
方
向
性性

消
防
施
設
や
消
防
資
機
材
の
整
備
に

　
消
防
施
設
や
消
防
資
機
材
の
整
備
に
努努

め
、
火
災
な
ど
や
急
病
・
事
故
な
ど
の
消

め
、
火
災
な
ど
や
急
病
・
事
故
な
ど
の
消
防防

救
急
業
務
の
迅
速
な
対
応
に
万
全
を
目
指

救
急
業
務
の
迅
速
な
対
応
に
万
全
を
目
指
すす

と
と
も
に
、
救
急
救
命
講
習
や
地
域
の
防

と
と
も
に
、
救
急
救
命
講
習
や
地
域
の
防
災災

訓
練
の
支
援
を
行
い
、
地
域
防
災
力
の
向

訓
練
の
支
援
を
行
い
、
地
域
防
災
力
の
向
上上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
の
円
滑
な

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
の
円
滑
な
運運

用
を
図
る
と
と
も
に
、
団
員
の
確
保
に
努

用
を
図
る
と
と
も
に
、
団
員
の
確
保
に
努
めめ

まま
すす
。。

主
要
施
策
３

　
住
宅
環
境
の
整
備

主
要
施
策
４

　
防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実

主
要
施
策
４

　
防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
施
策
施
策
　
３

交
通
安
全
対
策
の
充

３
　
交
通
安
全
対
策
の
充
実実

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿

【
目
指
す
姿
】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】

　
住
民
一
人
ひ
と
り
が
交

住
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通通

ル
ー
ル
を
守
り
安
全
で
快
適

ル
ー
ル
を
守
り
安
全
で
快
適
なな

道
路
交
通
環
境
が
整
備
さ
れ

道
路
交
通
環
境
が
整
備
さ
れ
誰誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町町

□
現
況
と
課

□
現
況
と
課
題題

自
動
車
や
歩
行
者
、
自
転

　
自
動
車
や
歩
行
者
、
自
転
車車

利
用
者
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め

利
用
者
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、、

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の
整整

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
交交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
をを

図
る
た
め
、
各
種
の
交
通
安
全
教
室
、
街

図
る
た
め
、
各
種
の
交
通
安
全
教
室
、
街
頭頭

指
導
な
ど
を
実
施
し
、
交
通
事
故
の
減
少

指
導
な
ど
を
実
施
し
、
交
通
事
故
の
減
少
をを

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。。

□
方
向

□
方
向
性性

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
交

　
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
交
通通

事
故
多
発
箇
所
の
発
生
要
因
の
検
証
な
ど

事
故
多
発
箇
所
の
発
生
要
因
の
検
証
な
ど
にに

よ
り
、
効
果
的
な
交
通
安
全
施
設
の
整
備

よ
り
、
効
果
的
な
交
通
安
全
施
設
の
整
備
をを

行
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
教
室
や
街

行
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
教
室
や
街
頭頭

指
導
、
広
報
活
動
な
ど
に
よ
り
交
通
ル
ー

指
導
、
広
報
活
動
な
ど
に
よ
り
交
通
ル
ー
ルル

の
遵
守
や
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
、

の
遵
守
や
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
、
交交

通
事
故
の
減
少
を
図
り
ま
す

通
事
故
の
減
少
を
図
り
ま
す
。。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
施
策
施
策
　
４

防
犯
対
策
の
推

４
　
防
犯
対
策
の
推
進進

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿

【
目
指
す
姿
】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】

　
住
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り
地
域

住
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り
地
域
がが

一
体
と
な
っ
た
犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
の

一
体
と
な
っ
た
犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
の
町町

□
現
況
と
課

□
現
況
と
課
題題

　
多
種
多
様
な
犯
罪
が
発
生
し
、
町
民
の

多
種
多
様
な
犯
罪
が
発
生
し
、
町
民
の
治治

安
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
安
全
で

安
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
安
全
で
安安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
防
犯
体
制

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
防
犯
体
制
のの

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
警
察
や
地

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
警
察
や
地
域域

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
、
町
民
一

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
、
町
民
一
人人

ひ
と
り
の
防
犯
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

ひ
と
り
の
防
犯
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
とと

と
も
に
、
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
環
境
の

と
も
に
、
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
環
境
の
整整

備
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す

備
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。。

□
方
向

□
方
向
性性

犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
警
察

　
犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
警
察
なな

ど
の
関
係
機
関
や
地
域
と
連
携
し
て
、
防

ど
の
関
係
機
関
や
地
域
と
連
携
し
て
、
防
犯犯

灯
の
設
置
や
防
犯
講
座
な
ど
の
事
業
を
実

灯
の
設
置
や
防
犯
講
座
な
ど
の
事
業
を
実
施施

し
、
町
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

し
、
町
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
まま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
のの

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動動

の
支
援
を
積
極
的
に

の
支
援
を
積
極
的
に
行行

い
、
地
域
と
行
政
が

い
、
地
域
と
行
政
が
一一

体
と
な
っ
た
防
犯
意

体
と
な
っ
た
防
犯
意
識識

の
普
及
に
努
め
ま
す

の
普
及
に
努
め
ま
す
。。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
施
策
施
策
　
１１
　
消
費
者
行
政
の
充

消
費
者
行
政
の
充
実実

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿

【
目
指
す
姿
】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】

町
民
一
人
ひ
と
り
が

　
町
民
一
人
ひ
と
り
が
幅幅

広
い
知
識
を
持
ち
多

広
い
知
識
を
持
ち
多
様様

化
・
複
雑
化
し
た
消
費

化
・
複
雑
化
し
た
消
費
者者

問
題
の
被
害
が
減
少
し

問
題
の
被
害
が
減
少
し
安安

心
で
き
る
消
費
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

心
で
き
る
消
費
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
るる

町町□
現
況
と
課

□
現
況
と
課
題題

　
消
費
生
活
を
め
ぐ
っ
て
は
、
契
約
上
の

消
費
生
活
を
め
ぐ
っ
て
は
、
契
約
上
の
トト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
が
増
え
て
い
る
状
況

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
が
増
え
て
い
る
状
況
でで

す
が
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制

す
が
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
をを

充
実
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
解

充
実
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
解
決決

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
ト

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
ト
ララ

ブ
ル
の
未
然
防
止
の
た
め
の
出
前
講
座
を

ブ
ル
の
未
然
防
止
の
た
め
の
出
前
講
座
を
行行

う
な
ど
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を

う
な
ど
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
周周

知
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

知
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。。

□
方
向

□
方
向
性性

　
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ルル

が
適
切
か
つ
迅
速
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
、

が
適
切
か
つ
迅
速
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
、
幅幅

広
い
知
識
を
持
っ
た
専
門
の
相
談
員
に
よ

広
い
知
識
を
持
っ
た
専
門
の
相
談
員
に
よ
るる

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。。
ま
た
、

ま
た
、

消
費
者
情
報
の
提
供
や
出
前
講
座
な
ど
を

消
費
者
情
報
の
提
供
や
出
前
講
座
な
ど
を
開開

催
し
、消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
努
め

催
し
、消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
努
め
まま
す
。
す
。

主
要
施
策
４

　
防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実

主
要
施
策
４

　
防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実

主
要
施
策
５

　
消
費
者
行
政
の
充
実
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□
給
付
対
象
　
原
則
と
し
て
、

基
準
日
（
平
成
　
年
１
月
１

２７

日
現
在
）
に
大
泉
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
平
成
　
年
度
分
町

２７

民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
人

□
給
付
対
象
外

・
平
成
　
年
度
分
町
民
税
（
均

２７

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

・
生
活
保
護
制
度
の
受
給
者
と

な
っ
て
い
る
人

□
給
付
額
　
対
象
者
１
人
に
つ

き
６
０
０
０
円

□
給
付
時
期
お
よ
び
給
付
方

法
　
申
請
受
付
後
、
内
容
を

確
認
し
、
給
付
が
決
定
し
た

人
へ
は
、
申
請
の
行
わ
れ
た

当
月
の
翌
月
下
旬
に
希
望
す

る
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す

□
申
請
手
続
　
町
か
ら
の
お
知

ら
せ
に
同
封
さ
れ
て
い
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し

て
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

返
信
す
る
。
ま
た
は
、
申
請

受
付
会
場
に
申
請
書
と
必
要

書
類
を
持
参
す
る

□
申
請
受
付
会
場
　
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
社
協
棟
２
階

研
修
室
１
（
吉
田
２
４
６

５
）

□
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午

後
５
時

□
受
付
会
場
専
用
電
話
番
号
　

緯
　
・
０
１
８
８
（
８
月
３

６１
日
捷
～
）

□
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
と
の
重
複
受
給
　
平
成
　２７

年
度
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金

と
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
の
ど
ち
ら
の
要
件
に
も

該
当
す
る
人
は
、
重
複
受
給

が
で
き
ま
す
。
申
請
手
続
き

を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯

　
・
２
６
３
１
）
へ
。

５５

　臨時福祉給付金は、平成２６年４月から消費税が８％へ引き上げら

れたことによる、所得の低い人への負担に配慮し、暫定的・臨時的

な措置として、一定の金額を支給するものです。平成２６年度に引き

続き、平成２７年度も給付します。給付対象になると思われる人には、

今月中に町からのお知らせを送付する予定ですので、申請手続きを

行ってください。

Pick
Up

申請期間
８月３日捷～１２月２８日捷

臨時福祉給付金臨時福祉給付金を
給付します

　現時点での制度概要に

ついては、厚生労働省

ホームページ（http://ww

w.mhlw.go.jp/）をご覧い

ただくか、厚生労働省臨

時福祉給付金専用ダイヤ

ルをご利用ください。

□厚生労働省臨時福祉給

付金専用ダイヤル　緯

０５７０・０３７・１９２

□受付日　月～金曜日

（ただし、祝日を除く）

□受付時間　午前９時～

午後６時

制度について

詳しくは…
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介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
い

８
月
１
日
か
ら
次
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
す
。

【
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

負
担
割
合
の
見
直
し
に
つ
い

て
】
　
　
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険

６５
者
）
の
人
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
場
合
の
介
護
保

険
利
用
者
負
担
は
一
律
に
１
割

の
自
己
負
担
で
し
た
が
、
今
回

の
改
正
で
は
合
計
所
得
金
額
１

６
０
万
円
以
上
の
人
（
単
身
で

年
金
収
入
の
み
の
場
合
、
２
８

０
万
円
以
上
）
は
、
介
護
保
険

利
用
者
負
担
割
合
が
２
割
に
な

り
ま
す
（
表
１
）。

※
平
成
　
年
７
月
下
旬
頃
に
要

２７

支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
全
て
の
被
保
険
者
の
人
に

対
し
、
１
割
負
担
ま
た
は
２
割

負
担
と
記
さ
れ
た
利
用
者
負
担

割
合
証
を
発
送
す
る
予
定
で

す
。　

歳
未
満
の
第
２
号
被
保

６５

険
者
の
人
は
、
１
割
負
担
に
な

り
ま
す
。

【
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見

直
し
】

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
に
支
払
う
利
用
者
負

担
に
は
、
月
々
の
負
担
の
上
限

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
か

月
に
支
払
っ
た
利
用
者
負
担
が

上
限
を
超
え
た
と
き
は
、
超
え

た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
今

回
の
改
正
で
は
同
一
世
帯
内
の

第
１
号
被
保
険
者
に
現
役
並
み

所
得
相
当
の
人
が
い
る
場
合

に
、
そ
の
世
帯
の
上
限
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
（
表
２
）。

※
現
役
並
み
所
得
相
当
と
は
、

課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
か

つ
世
帯
内
の
収
入
が
単
身
３
８

３
万
円
以
上
、
２
人
以
上
５
２

０
万
円
以
上
の
人
の
こ
と
で
す
。

【
介
護
施
設
に
お
け
る
食
費
・
居

住
費
の
見
直
し
】

　
介
護
保
険
３
施
設
（
介
護
老

人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、介
護
療
養
型
医
療
施
設
）

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す

る
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
低
所

得
の
人
に
食
費
・
居
住
費
の
負

担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
改
正
で
は
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
低
所
得
の
人
で
も
次

の
条
件
に
該
当
す
る
人
は
対
象

外
に
な
り
ま
す
。

・
配
偶
者
が
住
民
税
課
税
さ
れ

て
い
る
（
世
帯
が
同
じ
か
ど

う
か
は
問
わ
な
い
）

・
預
貯
金
な
ど
が
単
身
１
０
０

０
万
円
超
、
夫
婦
２
０
０
０

万
円
超
え
て
い
る

□
申
請
時
に
持
参
す
る
物
　
印

鑑
、
通
帳
な
ど
の
写
し

※
食
費
・
居
住
費
の
負
担
軽
減

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

預
貯
金
な
ど
を
記
載
し
た
申
請

書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
保
介
護
課

介
護
保
険
係
へ
。

　
介
護
保
険
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

２割負担下記以外の場合

本人の合計所得金

額１６０万円以上

　
歳
以
上
の
人

６５

１割負担

同一世帯の第１号被保険者の年

金収入＋その他の合計所得金額

・単身…２８０万円未満

・２人以上…３４６万円未満

１割負担本人の合計所得金額１６０万円未満

負担上限（月額）区分

４４，４００円現役並み所得者に相当する人がいる世帯の人

３７，２００円世帯内のどなたかが住民税を課税されている人

２４，６００円世帯の全員が住民税を課税されていない人

１５，０００円

老齢福祉年金の受給者

前年の合計所得金額と公的年金等収入額の

合計が８０万円以下の人

１５，０００円生活保護を受給している人

表１

表２
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町
で
は
、
町
が
発
注
す
る
小

規
模
な
契
約
の
受
注
を
希
望
さ

れ
る
人
の
登
録
（
定
期
申
請
）

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
登
録
制
度
は
、
町
が
発

注
す
る
小
規
模
な
契
約
の
う

ち
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
に
よ
る
有
資
格
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
な
い
人
で
も
、

契
約
金
額
が
少
額
で
内
容
が
容

易
な
契
約
を
希
望
す
る
人
を
登

録
し
、
発
注
時
に
積
極
的
に
町

内
業
者
を
選
定
の
対
象
と
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
町
内
業
者
の

受
注
機
会
を
拡
大
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
、
業
者

選
定
や
契
約
の
保
証
を
約
束
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

□
小
規
模
な
契
約

・
工
事
お
よ
び
修
繕
…
１
件
の

予
定
価
格
が
１
３
０
万
円
未

満

・
業
務
委
託
お
よ
び
役
務
の
提

供
な
ど
…
１
件
の
予
定
価
格

が
　
万
円
未
満

５０

・
物
件
（
機
械
、
器
具
な
ど
）

の
借
入
…
１
件
の
予
定
価
格

が
　
万
円
未
満

４０

・
物
品
の
購
入
…
１
件
の
予
定

価
格
が
　
万
円
未
満

８０

　
大
泉
町
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
（
定
期
申
請
）

契
約
検
査
課
　
　
　
　
内
線
２
２
３

　
収
入
の
少
な
い
世
帯
の
第
１

号
被
保
険
者
（
　
歳
以
上
）
の

６５

介
護
保
険
料
が
、
申
請
に
よ
っ

て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
減
免
対
象
者
は
、
次
の
す
べ

て
の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
、

申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
（
ケ
ー

ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）、現
在

の
保
険
料
の
３
分
の
１
か
ら
３

分
の
２
相
当
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

□
減
免
要
件

・
保
険
料
の
賦
課
区
分
が
、
第

１
段
階
（
生
活
保
護
受
給
者

を
除
く
）、
ま
た
は
第
２
段

階
、
第
３
段
階
の
人

・
申
請
し
よ
う
と
す
る
第
１
号

被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
員

す
べ
て
の
前
年
中
の
総
収
入

額
が
下
表
の
金
額
以
下
で
あ

る
人

・
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な

い
こ
と
、
お
よ
び
町
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

・
資
産
（
預
貯
金
、
有
価
証
券

な
ど
を
含
む
）
を
活
用
し
て

も
な
お
生
活
に
困
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
こ
と

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
本
人

を
含
め
家
族
全
員
の
収
入
が

分
か
る
書
類
（
家
族
全
員
の

預
貯
金
通
帳
な
ど
）

※
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
前
年
に

比
較
し
て
世
帯
の
収
入
が
著
し

く
減
少
し
た
場
合
や
、
災
害
な

ど
に
よ
る
財
産
の
損
失
な
ど
に

よ
り
介
護
保
険
料
の
納
入
が
困

難
に
な
っ
た
第
１
号
被
保
険
者

の
人
も
、
町
の
条
例
や
規
則
で

定
め
た
要
件
に
該
当
す
る
と
、

保
険
料
の
減
免
や
徴
収
猶
予
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る

人
は
、
国
保
介
護
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
国

保
介
護
課
介
護
保
険
係
へ
。

　
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
の
減
免
制
度

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

総　収　入　額世　帯　構　成

６０万円以下単身世帯・２人世帯第
１
段
階

６０万円＋１７万５千円×
（世帯員の人数－２）以下

世 帯 員 ３ 人 以 上

１２０万円以下単身世帯・２人世帯第
２
・
３
段
階

１２０万円＋３５万円×
（世帯員の人数－２）以下

世 帯 員 ３ 人 以 上

■減免要件収入額
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□
登
録
で
き
る
人
　
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

①
町
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有

す
る
人
（
個
人
、
法
人
、
建

設
業
許
可
の
有
無
、
経
営
規

模
、
従
業
員
数
な
ど
は
問
い

ま
せ
ん
）

②
町
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納

が
な
く
、
か
つ
、
確
定
申
告

を
行
っ
て
い
る
人

③
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
人
（
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
登
録
で
き
ま
せ

ん
）

・
競
争
入
札
参
加
資
格
の
登
録

を
し
て
い
る
人

・
希
望
業
種
を
履
行
す
る
た
め

に
必
要
な
資
格
・
許
可
を
有

し
な
い
人

・
成
年
被
後
見
人
、被
保
佐
人
、

被
補
助
人
ま
た
は
破
産
者
で

復
権
を
得
て
い
な
い
人

・
町
税
、国
民
健
康
保
険
税
、保

険
料
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
人

・
確
定
申
告
を
行
っ
て
い
な
い

人
・
公
共
発
注
の
相
手
方
と
し
て

不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

・
暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員
と

社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
関
係

を
有
す
る
人

□
受
付
日
時
　
８
月
３
日
捷
～

　
日
昭
（
た
だ
し
、
土
・
日

２０曜

日

を

除

く
）　
午

前

９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５

時
□
登
録
有
効
期
間
　
９
月
１

日
～
平
成
　
年
８
月
　
日

２９

３１

（
２
年
間
）

□
申
込
方
法
　
申
請
書
（
契
約

検
査
課
に
あ
り
ま
す
）
に
記

入
の
上
、
契
約
検
査
課
へ
直

接
持
参
し
、
提
出
す
る
（
郵

送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
）

□
添
付
書
類

・
現
在
事
項
全
部
証
明
書
な
ど

の
写
し
・
代
表
者
の
印
鑑
証

明
書
（
法
人
の
場
合
）

・
身
分
証
明
書（
個
人
の
場
合
）

・
未
納
の
な
い
証
明
書（
法
人
・

個
人
）

・
課
税
証
明
書
ま
た
は
非
課
税

証
明
書
（
法
人
・
個
人
）

・
暴
力
団
排
除
の
誓
約
書
（
法

人
・
個
人
）

・
資
格
や
許
可
証
の
写
し
（
法

人
・
個
人
）

※
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

発
行
日
が
申
請
日
か
ら
１
か
月

以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
限

り
ま
す
。
な
お
、
前
回
の
申
請

期
間
に
登
録
を
さ
れ
た
人
に
つ

い
て
も
新
た
に
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、申
請

の
手
引
き
お
よ
び
申
請
書
な
ど

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w

w
.to
w
n
.o
izu
m
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
契
約
検
査
課
へ
。

　
町
で
は
、
７
月
１
日
付
け
で

職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。

【
係
長
】

■
社
会
福
祉
部

□
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

係
長
　
宮
永
健
一
（
健
康
推

進
部
国
保
介
護
課
介
護
保
険

係
長
）

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
介
護
保
険
係
長

福
田
雅
美
（
財
務
部
税
務
課

資
産
税
係
主
幹
）
昇
任

【
課
員
】

■
総
務
部

□
総
務
課
付
　
瀬
下
奈
津
美

（
社
会
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
）

□
安
全
安
心
課
　
久
保
田
晃
広

（
財
務
部
税
務
課
）、
原
田
康
貴

（
健
康
推
進
部
国
保
介
護
課
）

■
財
務
部

□
税
務
課
　
小
林
明
美
（
教
育
部

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
）、
関
田

英
夫（
総
務
部
安
全
安
心
課
）

■
住
民
経
済
部

□
住
民
課
　
川
島
聡
美
（
住
民

経
済
部
商
工
振
興
課
）

□
商
工
振
興
課
　
野
口
昌
範

（
都
市
建
設
部
都
市
整
備
課
）

■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
　
平
塚
早
央
里
（
財

務
部
税
務
課
）

□
都
市
整
備
課
　
平
塚
健
太

（
住
民
経
済
部
住
民
課
）

■
教
育
部

□
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
　
久

間
田
一
樹
（
総
務
部
安
全
安

心
課
）

※
（
　
）内
は
前
職
と
な
り
ま
す
。

　
７
月
１
日
付
け
　
町
職
員
人
事
異
動

総
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
５
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大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１
　　　６３・３１１１（内線２１５）

【
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
）
の
更

新
手
続
き
】

　
福
祉
医
療
制
度
と
は
、
対
象

者
が
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て

医
療
を
受
け
た
場
合
、
医
療
機

関
に
支
払
う
医
療
費
（
自
己
負

担
分
）
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

現
在
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭

な
ど
の
人
で
、
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

町
よ
り
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
期
間
内
に
更
新
に
来
ら
れ
な

い
人
は
非
該
当
と
な
り
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在

受
給
し
て
い
な
い
人
で
、
次
の
対

象
者
に
該
当
す
る
人
は
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
７
月
　
日
捷
～
　
日

２７

３１

晶
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

７
時
　
分
１５

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
対
象

・
　

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

１８て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
母

子
（
所
得
税
５
万
円
未
満
）

・
　

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

１８て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
父

子
（
所
得
税
５
万
円
未
満
）

・
父
母
の
い
な
い
　
歳
未
満
の

１８

児
童（
所
得
税
５
万
円
未
満
）

□
更
新
に
必
要
な
書
類
　
健
康

保
険
証
（
対
象
者
全
員
の
も

の
）、
印
鑑
、
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
証
（
現
在
持
っ
て
い

る
人
）、
平
成
　
年
分
の
所
得

２６

税
の
課
税
状
況
が
わ
か
る
も

の
（
平
成
　
年
１
月
１
日
現

２７

在
、
大
泉
町
に
住
所
が
あ
る

人
は
不
要
。
平
成
　
年
分
の

２６

「
源
泉
徴
収
票
」、
平
成
　
年
２６

分
（
平
成
　
年
度
）
の
「
確
定

２７

申
告
書
の
写
し
」、
平
成
　
年
２７

度
の
「
市
町
村
民
税
・
県
民

税
　
納
税
通
知
書
」、平
成
　２７

年
度
の
「
所
得
課
税
証
明
書

（
所
得
控
除
含
む
）」
な
ど
）

※
配
偶
者
に
は
、
事
実
上
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
人

も
含
み
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の「
保

険
証
」
を
更
新
し
ま
す
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
（
保
険
証
）
が
８
月
１
日
か

ら
新
し
く
な
り
、
保
険
証
の
色

が
茶
色
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に
簡
易

書
留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、
届

き
ま
し
た
ら
住
所
・
氏
名
な
ど

に
誤
り
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
８
月
１
日
以
降
、
医
療

機
関
な
ど
で
受
診
さ
れ
る
際

は
、
新
し
い
保
険
証
を
窓
口
で

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

■
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

を
回
収
し
ま
す

□
期
間
　
８
月
１
日
松
～
　
月
１１

　
日
捷

３０
□
回
収
箱
設
置
場
所
　
役
場
、

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、

町
公
民
館
、
町
公
民
館
南
別

館
、
図
書
館
、
文
化
む
ら
、

い
ず
み
の
杜
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
町
内
の
一
部
の
医

療
機
関

■
負
担
割
合

　
負
担
割
合
（
一
部
負
担
金
）

は
前
年
中
（
１
月
か
ら
７
月
ま

で
は
前
々
年
中
）
の
所
得
に
よ

り
判
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
地

方
税
に
お
け
る
扶
養
控
除
の
見

直
し
に
伴
う
措
置
と
し
て
、
前

年
の
　
月
　
日
（
１
月
か
ら
７

１２

３１

月
ま
で
は
前
々
年
の
　
月
　

１２

３１

日
）
時
点
で
世
帯
主
で
あ
り
、

同
一
世
帯
に
合
計
所
得
が
　
万
３８

円
以
下
の
　
歳
未
満
の
世
帯
員

１９

が
い
る
被
保
険
者
で
あ
る
場
合

は
、
世
帯
員
の
年
齢
と
人
数
に

応
じ
た
次
の
金
額
の
合
計
額
を

住
民
税
課
税
所
得
か
ら
控
除
し

て
負
担
割
合
を
判
定
し
ま
す
。

①
　
歳
未
満
の
世
帯
員
…
一
人

１６に
つ
き
　
万
円

３３

②
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
世
帯

１６

１９

員
…
一
人
に
つ
き
　
万
円

１２

□
３
割
負
担
　
同
一
世
帯
に
住

民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
る

人
□
１
割
負
担
　
３
割
負
担
に
該

当
し
な
い
人
（
た
だ
し
、
住

民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
で
も
、
世
帯
に
昭
和

　
年
１
月
２
日
以
降
生
ま
れ

２０の
被
保
険
者
が
お
り
、か
つ
、

被
保
険
者
全
員
の
基
礎
控
除

後
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

が
２
１
０
万
円
以
下
の
人
は

１
割
負
担
に
な
り
ま
す
（
申

請
不
要
））

□
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な

る
人
　
３
割
負
担
に
該
当
す

る
人
の
う
ち
、
次
の
要
件
に

い
ず
れ
か
該
当
す
る
人
は
、

申
請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な

り
ま
す

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

　
国
保
介
護
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

(13) 広報おおいずみ　Ｈ27.7.10　Vol.814

　教育委員の井上正

俊氏（４区・５０歳）

の任期満了に伴い、

６月９日に開催され

た町議会の同意を得

て、秩父毅彦氏（１

区・４６歳）が６月２４

日付で任命されまし

た。また、６月２６日

に開催された教育委

員会議において、寺西弘之氏（２７区・６８

歳）が委員長に選任され、髙倉圭子氏（２４

区・６０歳）が委員長職務代理者に選任され

ました。

　今後のご活躍をご期待申し上げるととも

に、井上氏には町教育行政にご尽力いただ

きありがとうございました。

教育委員が決まりました

寺西弘之氏 髙倉圭子氏

秩父毅彦氏

平成２７年度は

国勢調査の年です！

　国勢調査は、統計法に定める国のもっと

も重要な統計調査で、日本の未来を考える

ために欠くことのできない最新の人口・世

帯の実態を明らかにする役割を担うもので

す。今回より調査票回答だけでなく、イン

ターネットによる回答が可能になります。

９月中旬頃から調査員が各世帯を訪問しま

す。皆様の正確な回答が必要とされますの

で、調査へのご協力をお願いします。

※詳しくは、商工振興課商工振興係（内線

１３７）へ。

保
険
者
が
同
一
世
帯
に
１
人

で
、
そ
の
人
の
収
入
額
が
３

８
３
万
円
未
満
の
人

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
が
同
一
世
帯
に
２
人

以
上
で
、
そ
の
人
た
ち
の
収

入
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

の
人

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
が
同
一
世
帯
に
１
人

で
、
同
一
世
帯
の
　
歳
以
上

７０

　
歳
未
満
の
人
と
の
収
入
合

７５計
が
５
２
０
万
円
未
満
の
人

■
臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表

示　
保
険
証
裏
面
の
臓
器
提
供
に

関
す
る
意
思
表
示
欄
に
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
自
署
す
る
こ
と
に
よ

り
、
臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思

を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
意
思
表
示
の
内
容

を
見
ら
れ
た
く
な
い
場
合
は
、

国
保
介
護
課
の
窓
口
で
配
布
し

て
い
る
「
個
人
情
報
保
護
シ
ー

ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
は

任
意
で
あ
り
、
記
入
を
義
務
付

け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
更
新

　
被
保
険
者
本
人
と
同
一
世
帯

の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
場
合
は
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提

示
す
る
と
医
療
費
の
窓
口
負
担

と
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
の
自

己
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
現

在
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
人

は
、
有
効
期
限
が
平
成
　
年
７

２７

月
　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

３１
す
。
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
は
、
申
請
手
続
き
を

省
略
し
平
成
　
年
８
月
１
日
よ

２７

り
使
用
で
き
る
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
新

し
い
保
険
証
に
同
封
し
ま
す
。

①
前
年
度
に
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交

付
を
受
け
現
在
も
該
当
し
て

い
る
人

②
平
成
　
年
度
も
引
き
続
き
住

２７

民
税
非
課
税
世
帯
と
な
る
人

■
短
期
被
保
険
者
証
な
ど
の
交

付　
通
常
、
保
険
証
の
更
新
期
間

は
１
年
間
で
す
が
、
保
険
料
の

滞
納
状
況
に
よ
り
通
常
よ
り
有

効
期
間
の
短
い
被
保
険
者
証

（
平
成
　
年
１
月
　
日
期
限
）を

２８

３１

交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
特
別
な
理
由
が
な
い

の
に
納
付
状
況
が
改
善
し
な
い

と
き
は
、
医
療
費
が
一
旦
全
額

負
担
に
な
る
「
被
保
険
者
資
格

証
明
書
」
を
交
付
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
保
介
護
課
国

民
健
康
保
険
係
、
ま
た
は
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
管
理

課
（
緯
０
２
７
・
２
５
６
・
７

１
２
５
）
へ
。

国国国国国国国国国国勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査国勢調査ははははははははははは
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町
で
は
、
平
成
　
年
４
月
採

２８

用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
な
お
、

大
学
卒
業
者
の
一
般
事
務
職
員

お
よ
び
土
木
建
築
技
術
職
員
の

受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

□
職
務
内
容

・
一
般
事
務
職
員
…
役
場
や
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
配
属
さ
れ
、
一
般
行
政
事

務
に
従
事
し
ま
す

・
土
木
建
築
技
術
職
員
…
道

路
・
河
川
・
上
下
水
道
・
都

市
計
画
な
ど
に
関
す
る
企

画
・
設
計
・
施
工
管
理
な
ど

の
業
務
、町
有
施
設
の
設
計
・

施
工
管
理
な
ど
の
業
務
に
従

事
し
ま
す

・
保
育
士
職
員
…
町
立
保
育
園

の
保
育
業
務
な
ど
に
従
事
し

ま
す

・
社
会
人
経
験
者
（
一
般
事
務

（
情
報
））
…
情
報
シ
ス
テ
ム

の
所
管
課
な
ど
で
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
企
画
・
管
理
・
運
用

な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
す

□
申
込
期
間
　
７
月
　
日
晶
～

１０

８
月
　
日
晶
　
午
前
８
時
　

１４

３０

分
～
午
後
５
時
　
分
（
た
だ

１５

し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

　
平
成
　
年
４
月
採
用
予
定

　
職
員
採
用
試
験

２８

総
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
５

受験資格試験の種類
試験

区分

昭和６２年４月２日以降に生まれた人で、短大卒業、または平成２８年

３月までに卒業見込みの人（ただし、大学卒業および大学卒業見込み

の人は除く）

短大卒程度

一
般
事
務

昭和６２年４月２日以降に生まれた人で、高校卒業、または平成２８年

３月までに卒業見込みの人（ただし、大学卒・短大卒および同卒業見

込みの人は除く）

高校卒程度

・昭和６２年４月２日以降に生まれた人で、高校卒業、短大卒業、大学

卒業、または平成２８年３月までに卒業見込みの人

・身体障害者手帳の交付を受けている人

・自力による通勤ができ、かつ介助なしに職務の遂行ができる人

・活字印刷文による筆記試験に対応できる人

・口述による面接試験に対応できる人

大学卒

短大卒

高校卒程度

身
体
障
害
者

昭和６２年４月２日以降に生まれた人で、短大卒業、または平成２８年

３月までに卒業見込みの人（ただし、大学卒業および大学卒業見込み

の人は除く）

短大卒程度土
木
建
築
技
術

昭和６２年４月２日以降に生まれた人で、高校卒業、または平成２８年

３月までに卒業見込みの人（ただし、大学卒・短大卒および同卒業見

込みの人は除く）

高校卒程度

昭和６２年４月２日以降に生まれた人で、保育士の資格を有している人、

または平成２８年３月までに取得見込みの人
保育士

・昭和５５年４月２日以降に生まれた人

・平成２７年７月３１日の時点において、民間企業などでの情報システムの

開発・管理・運用などの職務経験を５年以上有する人

・「情報処理の促進に関する法律」に基づき経済産業省が認定している

国家試験の合格者または米国プロジェクトマネジメント協会などが

認定している資格を有する人

社会人経験者

（一般事務（情報））

※受験資格（共通）…日本国籍を有し、地方公務員法の欠格条項に該当しない人
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除
く
）　
期
限
内
必
着

※
社
会
人
経
験
者
採
用
の
受
付

期
間
は
、
８
月
３
日
捷
～
　
日
１４

晶
と
な
り
ま
す
。

□
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

□
試
験
内
容

・
第
１
次
試
験
…
筆
記
試
験

（
教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
作

文
試
験
）、
口
述
（
面
接
・
討

論
）
試
験

・
第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験

合
格
者
）
…
面
接
試
験

□
試
験
日
お
よ
び
場
所

・
第
１
次
試
験

①
筆
記
試
験
…
９
月
　
日
掌
　

２０

大
泉
町
役
場

②
口
述
試
験
…
　
月
３
日
松
、

１０

４
日
掌
（
ど
ち
ら
か
１
日
を

指
定
し
ま
す
）　
大
泉
町
役

場
・
第
２
次
試
験
…
　
月
　
日
松

１０

１７

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、第
１
次

試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま

す
）

□
合
格
者
の
発
表

・
第
１
次
試
験
…
　
月
上
旬

１０

・
第
２
次
試
験
…
　
月
上
旬

１１

□
採
用
　
合
格
者
は
、
採
用
候

補
者
名
簿
に
登
載
し
、
そ
の

中
か
ら
採
用
者
を
決
定
し
ま

す
□
給
与
　
給
与
条
例
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す

□
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申

込
先
　
総
務
課
人
事
係
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w

w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）

か
ら
申
込
用
紙
な
ど
必
要
書

類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）

□
申
込
方
法

・
必
要
書
類
を
あ
わ
せ
て
総
務

課
人
事
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い

・
申
込
書
は
注
意
事
項
を
よ
く

読
ん
だ
上
で
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
２
枚
（
上
半
身
、

脱
帽
、６
か
月
以
内
の
も
の
）

を
貼
付
場
所
に
貼
っ
て
く
だ

さ
い

・
郵
送
提
出
の
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
」

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い

□
必
要
書
類

・
採
用
試
験
申
込
書

・
自
己
紹
介
シ
ー
ト

・
返
送
用
封
筒
（
宛
名
部
分
に

住
所
と
氏
名
を
記
入
し
、
３

９
２
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

長
形
３
号
封
筒
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

（
身
体
障
害
者
採
用
を
申
し

込
む
人
）

・
職
務
経
験
申
告
書
（
社
会
人

経
験
者
採
用
を
申
し
込
む

人
）

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
人
事
係

へ
。

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　町では、「大泉町個人情報保護条例の一

部改正（案）」について皆さんに公表し、

その内容について意見を募集します。

　詳細については、町ホームページ(http://

www.town.oizumi.gunma.jp/)、および指定公

表場所にてご覧いただけます。

□公表資料

・大泉町個人情報保護条例の一部改正（案）

の概要について

・大泉町個人情報保護条例の一部改正案・

現行対照表

□意見提出方法　指定様式または任意の様

式に意見を書き、総務課へ直接、郵送

　(〒３７０－０５９５　日の出５５－１)、ＦＡＸ

(６３・３９２１）またはＥメール（soumu@town.

　oizumi.gunma.jp）のいずれかの方法で提

出する

□資料の公表場所　町ホームページ、役場

１階情報コーナー、保健福祉総合セン

ター、図書館、町公民館、いずみの杜、

文化むら

□意見を提出できる人

・町内に住所を有する人

・町内に事務所または事業所を有する個人

または法人

・町内事務所または事業所に勤務する人

・町内の学校に在学する人

・パブリックコメント手続に係る事案に利

害関係を有する人

□受付期限　８月１０日捷　午後５時（郵送

の場合は８月１０日捷　必着）

□注意事項

・意見を提出する際には、名前（団体で提

出する場合は団体名）、住所、電話番号

を忘れず記入してください

・指定様式は、資料の公表

場所で入手可能です。ま

た、町ホームページから

ダウンロードできます

・個人情報については、

　｢大泉町個人情報保護条

例」に従い、適切に取り

扱います

※詳しくは、総務課法規行

政係（内線２２２）へ。

パブリックコメントを
実施します
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・
油
を
雨
水
ま
す
や
道
路
側
溝
に

流
さ
な
い

・
燃
料
タ
ン
ク
、
機
械
類
か
ら
油

が
漏
れ
て
い
な
い
か
こ
ま
め
に

点
検
す
る

・
飲
食
店
な
ど
で
油
水
分
離
槽
が

設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

油
が
溜
ま
り
す
ぎ
て
な
い
か
定

期
的
に
確
認
す
る

※
町
で
は
廃
食
用
油
の
回
収
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
使
い
終

わ
っ
た
食
用
油
は
環
境
課
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
町
内
の
水
路
で
油

流
出
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
油
が
そ
の
ま
ま
流
れ
て

し
ま
う
と
、
農
作
物
や
動
植
物
な

ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
身
近
な
川
や
沼
を
汚
さ
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線

１
３
２
）
へ
。

□
利
用
期
間
　
７
月
　
日
　
～
８

１８

（土）

月
　
日
　

３０

（日）

□
利
用
施
設

・
カ
リ
ビ
ア
ン
ビ
ー
チ
（
桐
生
市

新
里
町
野
４
６
１
　
緯
０
２
７

７
・
　
・
２
１
２
１
）

７０

・
ア
ク
ア
パ
ラ
ダ
イ
ス
パ
テ
ィ
オ

（
埼
玉
県
深
谷
市
樫
合
７
６

【
自
宅
に
ハ
チ
の
巣
が
で
き
て
い

た
ら
】

　
最
近
、
自
宅
敷
地
内
で
ハ
チ
の

巣
を
見
つ
け
た
が
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
多

く
あ
り
ま
す
。
自
宅
敷
地
内
で
ハ

チ
の
巣
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
環

境
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
５
ｍ
以
上
の
高
所
や
駆
除
が

困
難
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
ご
自

身
で
専
門
業
者
を
探
し
、
直
接
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、借
家
・

ア
パ
ー
ト
・
事
業
所
に
関
し
て
は

駆
除
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
場
合
は
管

理
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
廃
食
用
油
の
回
収
を
行
っ
て
い

ま
す
】

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
水

質
浄
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
家

庭
で
使
用
済
み
と
な
っ
た
天
ぷ
ら

油
や
賞
味
期
限
の
過
ぎ
た
食
用
油

の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
鉱
物
油
や
、

凝
固
剤
で
固
め
た
油
は
回
収
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
絶
対
に
混
ぜ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

□
場
所
　
環
境
課
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
場
合
は
、
役
場
正
面
玄

関
）

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
課

□
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
１５

□
回
収
す
る
油
　
植
物
性
お
よ
び

動
物
性
の
食
用
油（
サ
ラ
ダ
油
、

コ
ー
ン
油
、
紅
花
油
、
ご
ま
油
、

ラ
ー
ド
な
ど
）

□
出
し
方
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

に
入
れ
て
、
環
境
課
へ
持
参
す

る
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場

合
は
、
正
面
玄
関
で
日
直
に
渡

す
）

【
油
の
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　
油
を
排
水
に
流
し
て
し
ま
う
と

思
わ
ぬ
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

□
注
意
事
項

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
の
無
料

利
用
券
を
交
付
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課

【町内の放射線量の測定結果】

　平成２７年４月より測定値が安定傾向にあること

から、測定頻度を２か月に１回（偶数月）、測定地

点を２７地点として測定を実施しています。測定の

結果は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マイク

ロシーベルト／時」を下回っています。また、子

どもが集まる場所を対象とした町独自の厳しい基

準である「地表面で０．２３マイクロシーベルト／

時」の箇所もありませんでした。今後も調査を継

続し、結果は随時広報おおいずみや町ホームペー

ジにてお知らせします。町ホームページをご覧に

なれない人には環境課で測定結果を配布していま

すので、ご利用ください。

□測定日　６月４日～１６日

□測定場所　町内公共施設など２７地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．０７０マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０３８マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　６月２日、１５日に町内２か所の浄配水場と、６

月３０日に東部地域水道事務所（千代田町）で放射

性物質の検査を行った結果、それぞれ放射性物質

は検出されず、飲用に支障がないことが確認され

ています。

【被災者への支援（６月３０日現在）】

□義援金総額　１,７６１万３,０９０円

東日本大震災関連情報
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３
　
緯
０
４
８
・
５
７
４
・
５

０
０
０
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
お
よ
び
幼
児

【
利
用
券
の
交
付
】

　
利
用
券
は
、
利
用
日
の
１
週
間

前
か
ら
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、

交
付
場
所
の
休
業
日
・
休
館
日
に

は
交
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

□
交
付
期
間
　
７
月
　
日
　
～
８

１１

（土）

月
　
日
　

３０

（日）

□
交
付
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振

興
課
、町
民
体
育
館
、文
化
む
ら

□
休
業
日
・
休
館
日
（
町
民
体
育

館
は
期
間
中
休
館
日
は
あ
り
ま

せ
ん
）

・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
…
土
・

日
曜
日
お
よ
び
祝
日

・
文
化
む
ら
…
毎
週
月
曜
日
（
た

だ
し
、７
月
　
日
　
は
開
館
し
、

２０

（月）

７
月
　
日
　
を
休
館
と
し
ま

２１

（火）

す
）

□
申
込
方
法
　
交
付
場
所
へ
直

接
、
申
請
す
る
（
１
人
１
日
分

の
申
請
を
毎
回
提
出
。
ま
と
め

て
数
日
分
の
申
請
は
不
可
）

※
利
用
時
間
や
制
限
な
ど
詳
し
く

は
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
（
内

線
３
０
４
）
へ
。

【
午
後
５
時
閉
館
に
つ
い
て
】

　
大
泉
ま
つ
り
開
催
日
と
お
盆
期

間
中
、
図
書
館
は
午
後
５
時
で
閉

館
し
ま
す
。

　
７
月
　
日
　
・
　
日
　
は
大
泉

２５

（土）

２６

（日）

ま
つ
り
、
８
月
　
日
　
～
　
日
　

１３

（木）

１６

（日）

は
お
盆
期
間
の
た
め
、
図
書
館
は

午
後
５
時
で
閉
館
と
な
り
ま
す
。

【
子
ど
も
お
楽
し
み
会
】

　
図
書
館
で
は
、
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ど
ん
ぐ
り
の
会
に
よ

る
子
ど
も
お
楽
し
み
会
を
開
催
し

ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ぶ
ん

ぶ
ん
ゴ
マ
を
作
ろ
う
！
」
も
開
催

し
ま
す
。
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
８
月
２
日
　（日）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
図
書
館
１
階
視
聴
覚

ホ
ー
ル
（
中
央
３
の
　
の
　
）

１１

２１

□
内
容
　
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
、
人
形
劇
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
な
ど

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
出
演
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ど
ん
ぐ
り
の
会

□
費
用
　
無
料

【
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
カ
ル
ト
ン
を
つ

く
ろ
う
】

　
カ
ル
ト
ン
と
は
、
大
型
の
ボ
ー

ル
紙
で
作
っ
た
紙
ば
さ
み
の
こ
と

で
、
大
切
な
書
類
を
入
れ
て
保
管

し
て
お
く
の
に
最
適
で
す
。
今
回

の
講
座
で
は
、
Ａ
５
サ
イ
ズ
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

□
期
日
　
８
月
　
日
　

２２

（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
図
書
館
１
階
視
聴
覚

ホ
ー
ル
（
中
央
３
の
　
の
　
）

１１

２１

□
内
容
　
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
カ
ル
ト

ン
作
成

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
講
師
　
木
月
禎
子
氏

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
図
書
館
に
直
接
、

費
用
を
添
え
て
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
７
月
　
日
２８

　
　
午
前
９
時
～

（火）
□
持
参
す
る
物
　
は
さ
み
、
カ
ッ

タ
ー
、タ
オ
ル
ま
た
は
手
ぬ
ぐ
い

□
費
用
　
５
０
０
円
（
材
料
費
と

し
て
）

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
（
緯
　
・
６３

６
３
９
９
）
へ
。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館

情報情報くらしの Information

□納期限　７月３１日晶

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　　　　２期

・国民健康保険税　　　　　　　１期

・介護保険料　　　　　　　　　１期

・後期高齢者医療保険料　　　　１期

※口座の再振替で納付した場合、一定金

額を超えると延滞金がかかる場合があり

ますので、口座残高にご注意ください。

【延長窓口】

□期日　７月１５日、２２日、２９日および

８月５日、１２日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　７月１１日、１８日、２５日および

８月１日、８日、１５日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないことも

ありますので、事前にご確認ください。

詳しくは、各担当課へ。

今月の納期

前月対比６月末日現在の数

＋２１４１,１１１　人
人 口

(＋２８)(６,５０４　人)

＋４２１,３９９　人
男

(＋１１)(３,４８９　人)

＋１７１９,７１２　人
女

(＋１７)(３,０１５　人)

０１８,２７２世帯
世帯数

(－１）(３,１６４世帯)

出  生　３２人　　死  亡　２５人

(　)内は外国人数・世帯数

先月の１１９番

時間外窓口

町の人口と世帯

平成２７年累計６月分

３（２）件０（０）件
△火災発生

（　）内は建物火災

調査中調査中△損 害 額

７３５件１２３件△救急出動

８０件１６件 煙交通事故

４９５件７７件 煙急 病

１６０件３０件 煙そ の 他
・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９
ポケット付きカルトン

の完成図
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各
児
童
館
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
東
児
童
館

【
水
鉄
砲
バ
ト
ル
】

□
期
日
　
８
月
５
日
　（水）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
内
容
　
水
鉄
砲
で
お
も
い
っ
き

り
打
ち
合
い
ま
し
ょ
う
！

□
持
参
す
る
物
　
水
鉄
砲
・
着
替

え
・
タ
オ
ル

■
西
児
童
館

【
水
鉄
砲
で
あ
そ
ぼ
う
！
】

□
期
日
　
７
月
　
日
　

２４

（金）

□
時
間
　
午
後
２
時
～

□
内
容
　
水
鉄
砲
で
水
遊
び
を
思

い
き
り
楽
し
み
ま
す

□
持
参
す
る
物
　
水
鉄
砲
・
着
替

え
・
タ
オ
ル

【
大
泉
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン

サ
ー
ト
】

□
期
日
　
７
月
　
日
　

３０

（木）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ
。

・
東
児
童
館
…
緯
　
・
０
１
３
３

６２

・
西
児
童
館
…
緯
　
・
４
６
８
９

６２

【
命
を
守
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
～
全

て
の
座
席
で
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
】

　
昨
年
、
県
内
に
お
け
る
四
輪
乗

車
中
の
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し

た
　
人
の
う
ち
、　

人
が
シ
ー
ト

２０

１３

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
お
ら
ず
、　１０

人
が
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
運
転
席
お

よ
び
助
手
席
の
着
用
率
は
と
も
に

９
割
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
　
年
警
察
庁
・
Ｊ
Ａ
Ｆ
に
よ

２６

る
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
県
内
の

一
般
道
に
お
け
る
後
部
座
席
の
着

用
率
は
、　

・
５
％
と
低
い
状
況

５６

で
す
。
後
部
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
せ
ず
に
交
通
事
故
に

遭
っ
た
場
合
、「
車
外
放
出
な
ど
に

よ
る
負
傷
」、「
運
転
者
、
前
席
同

乗
者
へ
の
加
害
」
な
ど
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、
自

分
自
身
だ
け
で
な
く
、
同
乗
し
て

い
る
家
族
や
友
だ
ち
の
大
切
な

「
命
」を
守
り
ま
す
。
車
に
乗
っ
た

ら
前
席
も
後
席
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

（
６
歳
未
満
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
）
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
子
ど
も
を
守
る
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
】

　
自
動
車
の
運
転
者
は
、
６
歳
未

満
の
幼
児
を
乗
せ
る
場
合
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
未
使
用
ま

た
は
適
正
に
使
用
し
て
い
な
い
場

合
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
重
傷

率
は
、
正
し
く
使
用
し
た
場
合
に

比
べ
て
、
数
倍
高
く
な
り
ま
す
。

・
幼
児
を
乗
せ
る
と
き
は
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
使
用
し

ま
し
ょ
う

・
子
ど
も
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

習
慣
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

※
詳
し
く
は
、県
交
通
政
策
課（
緯

０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
８
８
）

へ
。

□
講
習
名
　
甲
種
防
火
管
理
新
規

講
習

□
講
習
日
　
８
月
６
日
　
、
７
日

（木）

　（金）
□
場
所
　
太
田
市
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
（
太
田
市
熊
野
町
　２３

の
　
）
１９

□
内
容
　
消
防
法
令
に
よ
り
一
定

規
模
の
施
設
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
防
火
管
理
者
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
講
習
会

□
定
員
　
１
５
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
間
　
７
月
　
日
　
、　

１３

（月）

１４

日
　（火）

□
申
込
方
法
　
県
消
防
設
備
協
会

へ
申
請
書
（
県
内
の
消
防
本
部

に
あ
り
ま
す
）
を
直
接
（
前
橋

市
大
渡
町
１
の
　
の
７
）、ま
た

１０

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
７
・
２
１
０
・

８
２
２
３
）
で
提
出
す
る

□
費
用
　
６
１
７
０
円

※
申
請
書
は
、
県
消
防
設
備
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.syo

u
b
ou
n
e
t.jp
/g
u
n
m
a
/

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、太
田
市
消
防
本
部
予
防
課（
緯

　
・
０
２
０
２
）
へ
。

３３　
吹
奏
楽
で
ま
ち
を
元
気
に
す
る

会
で
は
、
邑
楽
町
教
育
委
員
会
と

共
催
で
邑
楽
町
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
と
し
てJA

Z
Z
L
ive
&
S
es

sio
n

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
同

日
管
楽
器
講
座
（
演
奏
講
座
・
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
講
座
・
お
手
入
れ
講
座
）

も
同
時
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
８
月
　
日
　

２０

（木）

□
時
間
　
午
後
６
時
～

□
場
所
　
邑
楽
町
公
民
館
ホ
ー
ル

（
邑
楽
町
中
野
３
１
７
０
）

□
内
容
　
プ
ロ
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

に
よ
る
ラ
イ
ブ
＆
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
す
。
ジ
ャ
ズ
を
初
め
て
聴
く

人
で
も
楽
し
め
る
よ
う
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
を
中
心
に
耳

な
じ
み
の
あ
る
曲
の
ジ
ャ
ズ
ア

レ
ン
ジ
な
ど
、
楽
し
い
ト
ー
ク

と
と
も
に
お
送
り
し
ま
す

□
出
演
　O

n
G
reenF

ield
Ja
zz
T

rio

（
ド
ラ
ム
・
大
塚
紀
男
、
ピ

ア
ノ
・
会
田
浩
幸
、
ベ
ー
ス
・

蓬
莱
靖
雄
）

□
チ
ケ
ッ
ト
申
込
方
法
　
邑
楽
町

公
民
館
へ
直
接
申
し
込
む

□
費
用

・
一
般
…
１
５
０
０
円

・
高
校
生
以
下
…
５
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
吹
奏
楽
で
ま
ち
を

元
気
に
す
る
会
・
大
塚
さ
ん
（
緯

　
・
２
７
４
７
）
へ
。

８８

児
童
館
に
集
ま
れ
！

各
児
童
館

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
！

県
交
通
政
策
課

防

火

管

理

者

資

格

取

得

講

習

会

太
田
市
消
防
本
部
予
防
課

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
＆

Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

吹
奏
楽
で
ま
ち
を
元
気
に
す
る
会

昨年の様子
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町
で
は
、
中
学
生
と
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
が
い
っ
し
ょ
に
過
ご
し

「
子
育
て
や
命
の
大
切
さ
」を
感
じ

て
も
ら
う
交
流
会
「
チ
ャ
イ
ル
ド

ケ
ア
・
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
中
学
生
と
の
交
流
会
で
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
０
～
３
歳
位
の
小

さ
な
お
子
さ
ん
と
保
護
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
参
加
希
望
す
る
中

学
生
も
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
７
月
　
日
　
、
８
月
３

３１

（金）

日
　
、
４
日
　

（月）

（火）

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
思
春
期
の
栄
養
・
命
の

大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話
、
妊

婦
体
験
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
会
、昼
食
会
な
ど（
軽

食
を
用
意
し
ま
す
）

□
対
象
　
町
内
の
中
学
生
、
０
～

３
歳
位
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

【
０
～
３
歳
位
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
】

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
午
後

１０

３０

１
時

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

む
□
持
参
す
る
物
　
お
子
さ
ん
の
身

の
回
り
品
、
成
長
の
記
録
を

綴
っ
た
物
な
ど

□
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

２４

（金）

【
中
学
生
】

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

□
申
込
方
法
　
各
学
校
へ
直
接
申

し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
本
人
の
母
子
手

帳
、
自
分
史
ノ
ー
ト
、
筆
記
用

具
□
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

１７

（金）

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５

　
町
で
は
、
吉
田
北
町
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

□
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ

□
募
集
戸
数
　
３
戸

□
入
居
者
資
格
　
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
者
で
、
国
税
お
よ
び
地

方
税
を
完
納
し
て
い
る
２
人
以

上
の
世
帯
な
ど

□
住
宅
使
用
料
　
月
額
２
万
６
２

０
０
円
～
５
万
２
６
０
０
円

（
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て
決
定
）

□
使
用
料
な
ど

・
共
同
施
設
使
用
料
…
月
額
１
０

０
０
円

・
駐
車
場
使
用
料
…
月
額
２
０
０

０
円

・
敷
金
…
住
宅
使
用
料
の
３
か
月

分
□
申
込
方
法
　
申
込
書
（
建
築
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
（
住
民
票

な
ど
）
と
併
せ
て
建
築
課
へ
提

出
す
る

□
申
込
期
間
　
７
月
　
日
　
～
　

２１

（火）

３１

日
　
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日

（金）
は
除
く
）

※
資
格
・
設
備
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
建
築
課
（
内
線
２
０
６
）

へ
。

　町では、自主財源を確保するた

め、「大泉町有料広告掲載要綱」を

定め、町ホームページに掲載する

バナー広告を募集しています。

□広告の掲載位置　町ホームペー

ジのトップ画面で町が指定した

位置

□広告の規格（１枠）

・画像の大きさ…横１８０ピクセ

ル・縦５０ピクセル 

・画像の容量…１０キロバイト以

内 

・画像のファイル形式・ＧＩＦま

たはＪＰＥＧ形式 

・画像の状態…静止画 

□掲載期間　１か月を単位とし、

連続１２か月を上限とする。掲載

時間は、掲載始期の午前９時か

ら終期の午後５時までとする

□掲載の範囲　町ホームページの

公共性および品位を損なうおそ

れがないもの

□申込方法　「大泉町有料広告掲

載要綱」および「大泉町ホーム

ページ有料広告取扱要領」を確

認し、「大泉町有料広告掲載申込

書」に必要事項を記入の上、必

要書類をあわせて広報情報課へ

直接、または郵送（〒３７０－

０５９５　日の出５５－１）で申し込

む

□必要書類　申込書、企業などの

概要が分かる書類（会社案内な

ど）、広告原稿を印刷したもの

□掲載料金（１枠）

・１か月…６，０００円 

・６か月…３０，０００円（１か月分割

引）

・１２か月…６０，０００円（２か月分割

引）

※要綱や申込書については、町

ホームページ（http://www.town.oiz

umi.gunma.jp/）からダウンロード

できます。詳しくは、広報情報課

（内線２１５）へ。

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
・
サ

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

健
康
づ
く
り
課

町

営

住

宅

入

居

者

建
築
課
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単
な
料
理
作
り
に
、
お
子
さ
ん
や

お
孫
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
期
日
　
８
月
８
日
　（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
実
習
室
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
流
し
そ
う
め
ん
、
夏
野

菜
た
っ
ぷ
り
サ
ラ
ダ
、
花
寿
司

□
講
師
　
君
島
み
さ
を
氏
（
県
食

育
推
進
リ
ー
ダ
ー
）

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
男

性
保
護
者
と
４
歳
以
上
の
子
ど

も
（
女
性
保
護
者
も
参
加
で
き

ま
す
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
際
協
働
課
へ
直

接
ま
た
は
電
話
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.tow
n.oizu

m
i.g
unm
a
.jp/

）か
ら
申
し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
ス
リ
ッ
パ
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

□
費
用
　
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

（
材
料
費
）

※
詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課
（
緯

　
・
３
７
０
０
）
へ
。

５５□
期
日
　
８
月
　
日
　

２３

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
午
後

１０

３０

０
時
　
分
３０

□
場
所
　
町
公
民
館
調
理
室
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
マ
フ
ィ
ン
・
グ
レ
ー
プ

フ
ル
ー
ツ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

ム
ー
ス

□
講
師
　
髙
倉
圭
子
氏

□
対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

□
定
員
　
親
子
　
組
（
定
員
に
な

１０

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
　
７
月
　
日
　

１６

（木）

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
）

□
持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
バ

ン
ダ
ナ
・
タ
オ
ル
・
上
履
き

□
費
用
　
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

（
親
子
で
参
加
す
る
場
合
は
、
各

人
５
０
０
円
ず
つ
に
な
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
５５

８
３
７
３
）
へ
。

　
認
知
症
の
母
を
描
い
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
第
２
弾
で

す
。
こ
の
映
画
を
観
て
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
、
あ
な
た
も
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
９
月
５
日
　（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル
棟

大
ホ
ー
ル（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
認
知
症
に
関
す
る
講

演
、
映
画
「
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
２
」
上
映

□
対
象
　
認
知
症
や
地
域
づ
く
り

に
興
味
の
あ
る
人

□
定
員
　
３
０
０
人
（
チ
ケ
ッ
ト

が
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
）

□
申
込
方
法
　
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布

し
ま
す
。
な
お
、
電
話
で
も
申

し
込
み
で
き
ま
す

□
費
用
　
無
料

※
受
講
者
に
は
全
員
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
す
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ（
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
）

を
配
布
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
緯
　
・
６３

２
２
９
４
）
へ
。

　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
４

回
日
曜
緑
化
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

□
期
日
　
８
月
９
日
　（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
テ
ー
マ
　「
早
め
に
知
り
た
い

　
腰
や
膝
な
ど
関
節
の
悩
み
か
ら

解
放
さ
れ
た
い
、
い
つ
ま
で
も
元

気
に
、
大
好
き
な
趣
味
を
続
け
た

い
。
そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
足
腰

を
丈
夫
に
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々

し
く
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
の
教

室
で
す
。

　
最
近
、
つ
ま
ず
く
こ
と
が
増
え

た
人
や
、
骨
密
度
が
低
く
て
気
に

な
っ
て
い
る
人
な
ど
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

□
期
日

・
第
１
回
…
８
月
５
日
　（水）

・
第
２
回
…
８
月
　
日
　

１９

（水）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
分
３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容

・
第
１
回
…
講
話
「
転
倒
予
防
と

足
腰
を
丈
夫
に
す
る
た
め
の
日

常
生
活
の
工
夫
」
と
簡
単
な
体

操
・
第
２
回
…
足
腰
を
丈
夫
に
す
る

体
操

□
講
師

・
第
１
回
…
理
学
療
法
士
（
慶
友

整
形
外
科
病
院
）

・
第
２
回
…
健
康
運
動
実
践
指
導

者
（
慶
友
整
形
外
科
病
院
）

□
対
象
　
町
内
在
住
で
　
歳
以
上

６５

の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
保
介
護
課
介
護

保
険
係
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

３１

（金）

□
持
参
す
る
物
　
動
き
や
す
い
服

装
、
上
履
き
、
タ
オ
ル
（
体
操

で
使
用
し
ま
す
）、
飲
み
物
（
水

分
補
給
の
た
め
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
国
保
介
護
課
介
護

保
険
係
（
緯
　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５

【
イ
ク
メ
ン
＆
イ
ク
ジ
イ
料
理
教

室
　
～
子
ど
も
、
孫
と
つ
く
る
夏

の
ご
ち
そ
う
～
】

　
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
「
エ
ガ
リ
テ
」
で
は
、

国
際
協
働
課
と
共
催
で
、
子
ど
も

と
つ
く
る
男
性
の
た
め
の
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　「
料
理
し
て
み
た
い
け
ど
、な
か

な
か
…
」と
お
悩
み
の
お
父
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
こ
の
機
会
に
簡

第
４
回
日
曜
緑
化
講
座

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養

成

講

座

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

親

子

お

菓

子

作

り

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

足

腰

健

康

教

室

国
保
介
護
課

イ
ク
メ
ン
＆
イ
ク
ジ
イ

料

理

教

室

国
際
協
働
課
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秋
野
菜
の
作
り
方
」

□
講
師
　
多
々
木
英
男
氏
（
農
業

普
及
指
導
員
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
７
月
　
日
　

２７

（月）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

　
心
肺
そ
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
を
学
ぶ
救
命
講
習
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
習
を
修
了
し
た
人
に
は
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。

□
期
日
　
８
月
２
日
　（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
　
時
１１

□
場
所
　
西
部
消
防
署
尾
島
分
署

（
太
田
市
粕
川
町
４
３
２
の
１
）

□
対
象
　
応
急
手
当
ウ
ェ
ブ
講
習

を
事
前
に
受
講
済
み
の
大
泉

町
・
太
田
市
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
・
在
学
の
人
（
中
学
生
以

上
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
西
部
消
防
署
尾
島

分
署
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
応
急
手
当

ウ
ェ
ブ
講
習
に

つ
い
て
は
、
太

田
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.ci

ty.ota
.g
unm
a
.j

p
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
西
部
消
防
署
尾
島
分
署
（
緯

　
・
３
１
１
９
）へ
。

５２　
町
で
は
、
う
つ
や
不
眠
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題

に
つ
い
て
悩
み
ご
と
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
、
医
師
に
よ
る
個
別

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

□
期
日
　
８
月
　
日
　

１２

（水）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
担
当
　
後
藤
幸
彦
氏
（
つ
つ
じ

メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

電
話
で
申
し
込
む
（
予
約
制
）

※
詳
し
く
は
健
康
づ
く
り
課
（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

□
期
日
　
８
月
　
日
　

１９

（水）

□
受
付
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
  館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
５

２
の
１
　
緯
　
・
７
１
１
１
）

７５

□
相
談
科
目
　
整
形
外
科

□
相
談
内
容
　
補
装
具
の
判
定
、

身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の

相
談

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
直
接
申

し
込
む
（
予
約
制
）

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳

※
障
害
が
重
い
な
ど
の
理
由
で
会

場
に
来
所
で
き
な
い
人
に
つ
い
て

は
、在
宅
訪
問
診
査
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
２

５５

６
３
１
）
へ
。

□
財
政
調
整
基
金

・
７
万
３
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
富
士
之
越
　
組
２０

定例相談
お気軽にご相談ください。

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
７月１６日昭・２３日昭・

８月１３日昭・２０日昭

日時

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
８月１１日昇

午後１時３０分～４時

日時

町公民館第１講座室（吉田２４６５）場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～５時

日時

専門女性相談員担当

配偶者などからの暴力に関す

る悩みごとなど

内容

※詳しくは、相談専用電話（緯２０・３９８８）へ。

情報情報くらしの Information

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

健
康
づ
く
り
課

実

技

救

命

講

習

西
部
消
防
署
尾
島
分
署

巡

回

相

談

福
祉
課
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ゾ
ウ
く
ん

みんなのみんなの
イラストイラスト

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ゆ
か
た

知っているようで知らない

国民年金。ここでは、国民

年金についての情報をお知

らせしていきます。

※詳しくは、住民課（内線

１２４）、または太田年金事務

所（緯４９・３７１６）へ。

【第４回】保険料の免除①

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
保
険
料
免
除
制
度
】

　
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
の
所
得
を
基

準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認

さ
れ
る
と
国
民
年
金
保
険
料

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
免
除
の
区
分
は

所
得
に
応
じ
て「
全
額
免
除
」

「
４
分
の
３
免
除
」「
半
額
免

除
」「
４
分
の
１
免
除
」
の
４

段
階
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
一
部
免
除
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険

料
を
納
め
な
い
と
、
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
免
除
の
期
間
は
、
７
月
か

ら
翌
年
６
月
ま
で
の
１
年
間

で
、
原
則
と
し
て
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。
平
成
　
年
度

２７

の
免
除
申
請
（
平
成
　
年
７

２７

月
か
ら
平
成
　
年
６
月
ま

２８

で
）
は
７
月
１
日
か
ら
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
４
月
か

２６

ら
法
律
が
改
正
さ
れ
、
２
年

１
か
月
前
の
月
分
ま
で
遡
及

し
て
免
除
申
請
が
で
き
ま

す
。
免
除
の
申
請
を
忘
れ
て

い
た
た
め
に
未
納
の
期
間
が

あ
る
人
は
、
一
度
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
次
回
は
「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
を
紹
介
し
ま
す
。

紫
陽
花
の
三
種
の
土
に
花
 三
  色
 

み
 
い
ろ

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

泡
出
で
て
森
青
蛙
池
に
落
つ

江
口
典
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

母
の
日
の
ふ
と
口
ず
さ
む
手
毬
唄

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

晩
年
の
荷
は
緑
陰
に
預
け
お
く

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

藤
房
や
先
の
先
ま
で
つ
な
ぐ
愛

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

茄
子
キ
ュ
ウ
リ
育
て
る
苦
楽
雨
を
待
つ

坂
本
タ
ツ
子
（
　
区
）

１７

薫
風
や
路
傍
の
地
蔵
に
手
を
合
わ
す

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

遠
出
し
て
み
た
く
な
り
た
る
更
衣

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

麦
秋
の
ま
っ
た
だ
中
や
遠
赤
城

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

俳俳
　
　
　
句句

　６月１９日、町内の５つの幼稚園を訪問しま

した。

□村山町長のコメント　「町内の幼稚園を訪

問し、現状や要望などのお話しを伺った際に、

園児とふれあったひとコマです。」
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広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法

・
電
話
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
３
９
２
１
）

６３

・
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp

）

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
な
つ
大
好
き
！

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
テ
キ
ー
ラ
娘

例
年
の
行
事
と
な
り
し
従
兄
弟
会

今
年
は
祖
先
の
ル
ー
ツ
を
辿
る

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

た
だ
こ
こ
に
在
る
だ
け
で
よ
し
六
百
年

杉
の
木
は
立
つ
真
つ
直
ぐ
に
立
つ

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

卒
寿
こ
え
長
寿
な
る
世
に
息
づ
き
て

山
坂
け
わ
し
き
白
寿
を
め
ざ
す

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

明
日
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
初
日
な
り

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
心
が
躍
る

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

車
椅
子
押
せ
る
煉
瓦
道
狭
め
つ
つ

夫
逝
き
て
四
年
 靫
  草
 咲
く

う
つ
ぼ
 ぐ
さ

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

紅
花
と
萬
商
い
し
 店
  蔵
 の

み
せ
 ぐ
ら

大
き
金
庫
は
栄
華
を
語
る

村
田
厚
子
（
２
区
）

ゆ
ら
ゆ
ら
と
湯
の
 面
 漂
い
近
づ
き
て

も

囁
く
様
な
菖
蒲
の
香
り

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

思
ほ
へ
ず
花
束
届
き
ぬ
五
十
年

二
人
で
む
か
へ
た
喜
び
の
日
に

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

－

い
ず
み
俳
壇

－

新
茶
汲
む
ま
ば
ら
な
会
話
つ
な
げ
ゐ
て

林
　
宣
子
（
１
区
）

父
の
日
の
子
供
に
か
へ
る
父
の
居
て

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

 五
  十
  年
 の
 祝
 ぎ
し
太
鼓
や
風
薫
る

い
 

そ
 
と
せ
 

ほ

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

梅
雨
最
中
電
子
辞
書
よ
り
鳥
の
声

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

す
い
す
い
と
泳
ぐ
目
高
に
声
か
け
る

柴
崎
八
重
子
（
　
区
）

２０

卯
の
花
の
映
る
棚
田
と
な
り
に
け
り

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

終
焉
は
蛍
の
よ
う
に
な
り
た
く
て

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

青
梅
や
父
に
と
ど
か
ぬ
筆
洗
ふ

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

杜
若
咲
き
し
ひ
と
け
の
な
き
生
家

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

葭
切
の
何
ぞ
忙
し
や
利
根
の
原

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

梅
雨
の
空
憂
鬱
払
う
模
様
替
え

横
山
昭
子
（
太
田
市
）

父
帰
る
ガ
ー
ベ
ラ
と
な
り
戦
地
よ
り

松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

雨
に
濡
れ
紫
陽
花
輝
き
ピ
ン
ク
を
増
し

人
目
を
誘
う
美
の
競
演

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

－

や
よ
い
短
歌
会

－

建
て
前
は
趣
味
よ
遊
び
よ
と
言
い
な
が
ら

今
日
も
精
出
す
家
庭
菜
園

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

リ
フ
ォ
ー
ム
の
終
わ
り
し
部
屋
に
風
通
し

紫
色
の
ク
レ
マ
チ
ス
活
く

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

新
緑
の
木
々
の
諸
葉
の
艶
め
い
て

朝
日
に
当
た
り
輝
く
よ
う
に

前
田
洋
子
（
　
区
）

２９

十
五
年
通
い
つ
づ
け
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

何
時
ま
で
持
つ
か
運
転
免
許

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

短短
　
　
　
歌歌
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私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

広報クイズ

①第○回大泉まつり （伺２ページ）
　佳２３ 加４３ 可６３

②臨時○○給付金 （伺８ページ）
　佳福祉 加福岡 可福豆

③パブリックコメントの受付期限 （伺１３ページ）
　佳７月１０日 加７月２５日 可８月１０日

④ポケット付き○○○○ （伺１７ページ）
　佳カルトン 加エプロン 可リュック

⑤大泉町消防団○○○操法競技大会 （伺２６ページ）
　佳救急車 加消防車 可ポンプ

☆「大泉まつりの思い出」を教えてください（お答

えの中から、広報おおいずみに掲載させていただ

きます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　７月２４日

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□６月号の正解

　①－絹、②－絹、③－絹、④－硯、⑤－絹
□応募総数　７８通で正解は７６通でした

□当選者（敬称略）

小林愛佳（１３区）、小川　淳（１４区）、三宅莉子（１４区）

石井大海（１７区）、中谷衷毅（１７区）、長谷川　清（１７区）

金井文子（１８区）、権藤春花（１８区）、中里弘實（１８区）

岩瀬生吹（１９区）、内田真由美（２０区）、佐藤敏子（２２区）

川島克則（２３区）、川島常美（２３区）、川島みゆき（２３区）

浜田るか（２３区）、藤澤ひろこ（２５区）、小野寺英紀（２７区）

狩野千恵子（２８区）、小林智恵美（３０区）

※なお、当選者には郵送でお送りします。

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書

カードをプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

図書カードが２０人に　　たる！

　
６
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
」
に

寄
せ
ら
れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
去
年
頂
い
た
一
株
の
お
花

が
、今
年
は
沢
山
増
え
た
の
で
、

花
壇
の
手
入
れ
を
す
る
の
が
、

最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
で
す
。

匿
名
希
望

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
で
昼
食
に

食
べ
始
め
た
「
フ
ル
ー
ツ
グ
ラ

ノ
ー
ラ
」。
ほ
ん
の
り
甘
み
も

有
っ
て
腹
持
ち
も
良
く
飽
き
る

事
な
く
６
ヶ
月
間
続
い
て
ま

す
。
豆
乳
を
掛
け
た
り
し
て
栄

養
バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
で
す
！

匿
名
希
望

　
ピ
ク
ル
ス
作
り
で
す
。
き
ゅ

う
り
は
も
ち
ろ
ん
、
に
ん
じ

ん
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
…
と
何

で
も
酢
漬
け
に
し
ち
ゃ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、

夏
バ
テ
予
防
に
も
良
い
で
す

よ
！

Ｐ
・
Ｎ
　
ピ
カ
ち
ゅ
う

　
マ
イ
ブ
ー
ム
は
、
平
日
、
今

ま
で
よ
り
一
時
間
早
く
寝
て
一

時
間
早
く
起
き
る
こ
と
で
す
。

夜
に
ダ
ラ
ダ
ラ
と
起
き
て
い
る

よ
り
も
、
そ
の
分
早
起
き
し
た

方
が
、
余
裕
が
生
ま
れ
て
得
し

た
気
分
に
な
れ
ま
す
。

石
井
大
海
さ
ん
（
　
区
）

１７

　
テ
レ
ビ
で
、
お
相
撲
さ
ん
が

股
割
り
を
し
て
い
る
の
を
見
て

以
来
、
何
故
か
ハ
マ
っ
て
し
ま

い
、
お
風
呂
上
が
り
に
毎
日

や
っ
て
ま
す
。

匿
名
希
望

　
最
近
、
体
の
ツ
ボ
体
操
が
マ

イ
ブ
ー
ム
で
す
。
体
を
刺
激
し

て
気
持
ち
良
く
健
康
を
保
っ
て

ま
す
。

匿
名
希
望

糸
余
裕
が
生
ま
れ
て

糸
な
ぜ
か
…

「
最
近
の
マ
イ
ブ
ー

ム
」
を
教
え
て
！

糸
花
壇
の
手
入
れ

糸
何
で
も
酢
漬
け
に
！

糸
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
で

糸
体
の
ツ
ボ
体
操

(25) 広報おおいずみ　Ｈ27.7.10　Vol.814

大
好き

「大好き」では、３歳未満の
町内在住のお子さんを紹介
しています。掲載希望者は、
広報情報課（内線２１５）へ。

どんなちびっ子？

お兄ちゃんと仲良しで、活発

なちびっ子です。

好きなものは？

電車が大好きで、公園では

すべり台やブランコで遊び

ます。好奇心が旺盛で、いろ

いろなものに興味を持ちま

す。いちごとトマトが大好物

です。

パパ・ママからひとこと

いつまでもお兄ちゃんと仲

良く元気に育ってね。

 永  島  琉  楓 くん
なが しま りゅう が

（１９区・３歳）

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

 北  川  晃  成 さん　（１０歳）
きた がわ こう せい

将
来
の
夢
は
？

小
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
ニ
ュ
ー

ス
を
見
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ

の
中
で
活
躍
し
て
い
る
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
見
て
憧
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
気
象
に
つ
い
て
の

ニ
ュ
ー
ス
に
興
味
が
あ
り
、
気
象

庁
で
も
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。今
は
、ニ
ュ
ー
ス
や
デ
ー

タ
放
送
を
見
て
気
象
や
地
震
の
情

報
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
み
ん
な

に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

学
校
・
学
年
は
？

西
小
学
校
の
５
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

給
食
の
時
間
が
何
よ
り
楽
し
み
で
、

好
き
な
カ
レ
ー
が
出
た
と
き
は
特

に
う
れ
し
い
で
す
。授
業
で
は
、
計

算
し
て
答
え
が
出
る
と
ス
ッ
キ
リ

す
る
の
で
算
数
が
好
き
で
す
。
所

属
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
で

は
、
ベ
ル
マ
ー
ク
な
ど
の
集
計
が
大

変
で
す
が
、
た
く
さ
ん
集
め
る
と

ボ
ー
ル
な
ど
を
買
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
、や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

好きなこと

友だちを笑わせることと、最近始めたことですが、

友だちと自転車で町内を探険することです。

自分の性格

明るくて人見知りをしない性格です。友だちから

はおもしろいと言われます。

わ
か
り
や
す
く
情
報
を
伝
え
ら
れ
る

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い

【
揚
水
記
念
石
碑
】

　
古
海
地
内
に
あ
る
こ
の
石
碑
に

よ
る
と
、
昔
、
渡
良
瀬
川
か
ら
田

に
水
を
引
い
て
い
た
古
海
な
ど
の

地
域
は
、
川
の
水
が
少
な
く
、
水

が
引
き
に
く
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
地
元
の
人
た
ち
が
協

力
し
、
昭
和
３
年
７
月
　
日
に
利

２２

根
川
か
ら
水
を
通
す
こ
と
が
で
き

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記

録
を
残
す
た
め
に
建
立
さ
れ
た
こ

の
石
碑
は
、
現
在
、
田
に
水
を
引

く
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
先
人

た
ち
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
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多くの人が訪れた
第３０回記念感謝祭

スバルふれあい感謝祭

６月１４日、富士重工業株式会社群馬製作所大泉

工場で「第３０回ＳＵＢＡＲＵふれあい感謝祭」

が開催されました。第３０回記念となり、町内中

学校の吹奏楽部による演奏や工場見学、恐竜ロ

ボットコーナー、試乗会など多数のイベントと

ともに大抽選会が行われ、多くの来場者でにぎ

わっていました。

大泉町消防団ポンプ操法競技大会

各地域の消防団員が
技術を競い合いました
６月２１日、大泉消防署を会場に、「平成２７年度

大泉町消防団ポンプ操法競技大会」が行われま

した。この大会は、訓練の一環として、基本動

作の習得、資機材の使用方法の習得、有事の際

における円滑な消火活動を目的に行われ、自動

車ポンプの部が第３分団第３部、小型ポンプの

部では第３分団第１部が見事優勝に輝きました。

(27) 広報おおいずみ　Ｈ27.7.10　Vol.814

広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

色とりどりの花菖蒲が
訪れた人たちを魅了

花菖蒲まつり

花火指導

わんぱく相撲おおらか場所

子どもたちへ大きな
声援が送られました

６月１４日、志部公園で「第１６回わんぱく相撲

おおらか場所」が行われました。力士による相

撲教室の後に取組が行われ、小学１年生から６

年生までの約６０人が熱戦を繰り広げました。当

日は、子どもたちがご家族へ感謝の気持ちを込

めた手紙を書く企画もありました。

６月１６日、西保育園で消防署員による「花火指

導」が行われ、「紙芝居」や通報訓練などが行われ

ました。園庭にやってきた消防車に大はしゃぎを

した子どもたちは、その後、実際の花火を使って

正しい遊び方を学び、花火指導が終わると、ミニ

消防士になって記念撮影をしていました。

花火は安全に楽しく
遊びましょう

額を町へ寄贈

６月７日から１４日まで、分水堀緑道で花菖蒲ま

つりが行われました。地元のボランティアの皆

さんが丹精込めて育てた花菖蒲の美しさに、訪

れた人たちは魅了され、記念写真を撮る人の姿

も多く見られました。週末にはイベントも多数

行われ、たくさんの人でにぎわっていました。

揚水記念石碑の額を
寄贈していただきました
６月１７日、栗原正夫さん（１１区）、髙野浩正さ

ん（１区）が来庁し、２５ページの「ぶらり」で

紹介した揚水記念石碑を書き写した額を寄贈し

ていただきました。文字は髙野さんが書き写し

ており、利根川から田へ水を引くこととなった

経緯が記されています。
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B
est Shot

企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

　
６
月
５
日
・
　
日
に
各
町
立

１２

保
育
園
で
田
植
え
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
行
事
で
、
仙
石
地

内
や
下
小
泉
地
内
の
水
田
を
借

り
て
行
わ
れ
て
お
り
、
秋
に
は

稲
刈
り
を
し
ま
す
。

　
今
回
の
表
紙
は
、
田
植
え
の

説
明
を
子
ど
も
た
ち
が
聞
い
て

い
る
と
こ
ろ
。
風
が
な
か
っ
た

た
め
、
そ
の
様
子
が
水
田
に
き

れ
い
に
映
っ
て
い
ま
し
た
。
説

明
の
後
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
も
一
生
懸
命
に
苗
を
植
え

た
子
ど
も
た
ち
は
、
秋
の
収
穫

後
に
行
わ
れ
る
お
米
パ
ー
テ
ィ

が
楽
し
み
だ
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。 

（
結
）

　「
お
客
様
か
ら
の
あ
り
が
と

う
と
い
う
言
葉
と
、
笑
顔
が
何

よ
り
も
励
み
に
な
り
ま
す
ね
」

と
話
す
根
岸
さ
ん
は
、
営
業
や

開
発
な
ど
を
主
に
行
っ
て
い
ま

す
。
営
業
で
お
客
様
と
一
番
近

く
で
話
し
て
い
る
と
、
何
を
求
め

て
い
る
の
か
を
把
握
で
き
る
た

め
、
よ
り
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の

を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
そ
う
で
す
。ま
た
、
仕
事
の
中

で
、
自
社
で
経
験
の
な
い
注
文
を

依
頼
さ
れ
た
と
き
で
も
、
お
客

様
に
は
「
こ
こ
な
ら
安
心
し
て
頼

め
る
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う

気
を
付
け
て
い
ま
す
。
今
後
の

目
標
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
こ
れ

か
ら
も
、
お
客
様
が
必
要
と
す

る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品
開
発

を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

㈱エムエスエー

№２２

▲シルクスクリーン印刷の様子

▲工場長

 根  岸  宏  幸 さん
ね ぎし ひろ ゆき

▲主要な印刷とアルミ蒸着などを行う工場（左）と事務所（右）

▲１枚１枚ほこり

などを取ります

住　　　所：大泉町吉田１２２１－１

会社の概要：１９８７年有限会社絵夢恵寿エージェ

ンシーを設立、２００３年株式会社エムエスエーと

社名変更し、大利根工業団地に移転。従業員数は

約４０人、敷地面積は約１，９２０㎡。「共存共栄」を柱

に、皆明るく楽しく働ける職場作りを目指していま

す。主に色が鮮明で耐候性に優れたシルクスク

リーン印刷を主体とし、

シールやステッカー印刷

なども手掛けています。ま

た、２０１２年に特許を取得

したアルミ蒸着技術とス

クリーン印刷技術を合わ

せた付加価値のある製品

を提供しています。

▲シール印刷を行って

いる様子


